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5３ 

楠
川
文
雌
は
一
九
六
九
年
（
Ⅱ
工
卜
川
Ⅱ
に
楠
川
正
範
氏
が
亡
く

な
っ
た
後
、
夫
人
か
ら
寄
蝋
さ
れ
た
能
楽
溢
料
で
あ
る
。
夫
人
の
没
後
、

遼
女
辻
雅
子
氏
か
ら
実
技
関
係
の
涜
料
の
追
脳
を
受
け
、
現
在
で
は
約

一
○
○
点
に
の
ぼ
る
。
本
研
究
所
に
は
最
初
に
寄
蛎
さ
れ
た
分
の
仮
目

録
は
存
在
し
て
い
た
が
、
全
体
の
目
録
を
提
示
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
と
な
る
。
楠
川
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
か
ら
既
に
三
十
年
以
上
の
年
Ⅱ

が
過
ぎ
て
お
り
、
Ⅱ
録
作
成
の
避
延
は
戯
に
叩
し
舐
な
く
、
ご
逝
族
の

〃
々
に
ま
ず
お
舵
ぴ
申
し
ｋ
げ
た
咄

楠
川
正
聴
氏
二
几
Ｃ
Ｌ
Ｉ
・
几
六
九
）
は
大
祓
・
昭
和
期
に
椚
跳
し

た
能
楽
シ
テ
カ
の
役
者
で
あ
る
。
米
沢
で
唯
ま
れ
、
は
じ
め
坂
戸
金
剛

の
最
後
の
宗
家
で
あ
る
金
剛
右
京
（
一
八
七
二
’
一
九
三
六
）
に
師
叩
し
、

東
京
金
剛
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
右
京
没
後
も
金
剛
流
職
分
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
一
九
四
八
年
に
観
世
流
に
転
流
し
、
坂
井
音

次
郎
川
下
の
師
範
と
な
っ
た
。
観
枇
流
に
移
っ
て
か
ら
は
芳
朗
と
改
名

し
、
約
二
十
年
、
観
肚
流
の
役
打
と
し
て
灘
台
に
立
ち
、
生
涯
を
終
え

は
じ
め
に

楠
川
文
庫
蔵
書
目
録
（
付
解
題
）

るて頭分分街外しれ進様大波本て
よノヒに類謡｜］科でたたの々変能に本い
うき、し、録的は芙仏一の筆のは文る
に〈さた三でIilli（111腿諜議人ま様朱ｌｌｌｉ・

鱗鰊繊?鍵;;灘
｡'|:禰四蝿ＩＩｌｉｆｌ本鰯離燃
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聴本1Ｗな．沁料識藤ﾊｽﾞも
るう１ミリ_にい小て／Oの写全科きの
こが本ハ応・添い製写し剛と人が

と、や能じ本るなしてイｉｉｉれ１１１
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伊
海
孝
充
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5４ 

｜
謡
本

［
写
本
］

《
金
春
流
》

１
享
保
十
七
年
伊
達
吉
村
写
金
春
大
蔵
流
三
番
綴
本
半
紙
本
》
Ⅱ

内
題
酊
所
収
曲
の
曲
目
外
題
》
所
収
曲
の
曲
目

原
装
栗
皮
色
表
紙
（
二
二
・
七
×
一
五
・
七
糎
）
。
中
央
上
郡
鱗
模
様
入

横
長
題
篭
。
本
文
料
紙
に
は
上
質
の
斐
紙
を
使
用
。
墨
付
四
十
四
丁
。

直
シ
な
し
。

【
曲
目
】
角
田
川
鶏
鵡
小
町
愛
染
川

【
奥
書
］
此
一
冊
大
蔵
太
夫
稽
古
之
本
借
用
〆
今
度
奥
陽
逗
剤
之
間
書

寓
之
／
節
等
悉
ク
以
自
筆
附
之
畢
／
享
保
Ｉ
七
年
が
蝋
月
下
旬
｛
花

押
）

【
内
容
】
詞
章
は
下
掛
り
の
特
徴
（
例
え
ば
〈
角
田
川
〉
の
ワ
キ
ッ
レ
を

商
人
と
す
る
な
ど
）
を
有
し
て
お
り
、
奥
書
を
信
じ
大
蔵
大
夫
系
本
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
全
曲
に
朱
で
直
シ
が
入
る
ご

本
書
奥
書
に
は
署
名
は
な
い
が
、
同
文
庫
蔵
伊
達
吉
村
筆
乱
曲
集

二
一
１
）
と
書
写
年
・
花
押
や
そ
の
他
の
本
の
性
質
が
一
致
す
る
の
で
、

な
お
目
録
・
解
題
作
成
に
あ
た
り
、
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
・
「

「
古
川
文
庫
蔵
書
目
録
」
（
本
誌
二
十
六
号
所
収
「
「
早
稲
Ⅲ
大
学
減
劇

博
物
館
所
蔵
特
別
資
料
目
録
５
貴
重
書
能
・
狂
言
篇
一
を
参
照
し
、
他

の
所
員
の
方
々
か
ら
助
言
を
得
た
。
ま
た
刊
本
謡
本
の
組
み
合
わ
せ
記

号
〈
内
組
Ｍ
な
ど
）
は
一
’
鳩
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
一
に
拠
る
。

《
金
剛
流
》

３
明
治
三
十
九
年
五
月
写
金
剛
流
五
番
綴
謡
本
半
紙
本
四
十
四
冊

（
内
組
二
十
冊
、
外
組
二
十
冊
、
番
外
二
冊
、
乱
曲
一
Ⅲ
、
巾
舞
一
冊
）

内
題
叩
所
収
曲
の
曲
目
外
題
亜
所
収
曲
の
曲
日

原
装
布
目
地
浅
緑
表
紙
（
二
三
・
三
×
一
六
・
○
糠
）
。
巾
央
上
部
横
長

題
篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
各
冊
表
紙
見
返
し
に
桶
川
氏
の
蔵
書
印
。

【
奥
書
】
乱
曲
・
曲
舞
を
除
く
全
Ⅱ
に
「
明
治
三
－
九
年
五
月
回

（
大
熊
臣
と
あ
る
。

【
内
容
］
内
組
・
外
組
各
二
十
Ⅲ
は
山
岸
本
と
同
級
で
あ
り
、
こ
の
系

統
の
本
を
基
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
番
外
二
冊
は
「
鱗
形
・
高
野
物

２
江
戸
期
写
金
春
大
蔵
流
謡
本
「
望
月
」
半
紙
本
一
冊

内
題
如
望
月
外
題
印
望
月

原
装
丸
型
箔
付
白
表
紙
（
二
三
・
四
×
一
五
・
七
櫛
）
。
中
央
桜
模
様
入

灘
薩
色
長
形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
最
上
の
斐
紙
を
使
用
。
墨
付
十
二
丁
。

片
面
六
行
。
奥
書
な
し
。
直
シ
な
し
。

【
内
容
】
奥
書
な
ど
が
な
く
、
本
書
だ
け
で
は
素
性
不
明
で
あ
る
が
、

能
楽
研
究
所
蔵
伊
達
家
旧
蔵
金
券
大
蔵
流
謡
本
が
同
じ
装
丁
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
の
離
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
状
態
も
よ
く
、
美
麗
な
本

で
あ
り
、
伊
達
吉
村
繁
本
と
同
一
の
料
紙
を
用
い
て
い
る
の
で
、
伊
達

家
が
所
持
し
て
い
た
本
で
あ
ろ
う
。
節
付
は
簡
略
な
の
で
、
実
用
の
謡

本
で
は
な
い
ｃ

本
書
も
吉
村
筆
と
信
じ
ら
れ
る
。
二
１
参
照
。
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繩
５
大
正
十
五
年
吾
有
斎
写
金
剛
流
一
番
綴
謡
本
半
紙
本
二
一
冊

付
内
腿
汕
所
収
Ⅱ
の
Ⅱ
Ⅱ
外
題
汕
所
収
Ⅱ
の
Ⅱ
Ⅱ

録
表
紙
は
柚
木
（
｜
旧
）
の
再
利
川
（
二
四
・
二
×
一
六
・
九
極
）
□
中
央
化

秤
部
長
形
題
篭
。
本
文
科
紙
は
薄
葉
紙
を
使
用
。
一
丁
衣
に
各
冊
の
曲
目

“
を
大
き
く
墨
書
す
る
。
そ
れ
以
外
の
特
徴
は
各
冊
異
な
る
。
各
冊
題
鑛

位
に
「
弘
川
氏
」
の
印
が
有
る
。

Ⅱ
 

楠
〈
加
茂
物
狂
〉
本
文
最
後
に
「
大
正
丙
寅
初
秋
五
口
有
普
〔
画
罠
画
〕
」

５
の
奥
書
。
全
丁
熈
章
句
。
」

５
 

〈
一
竜
山
〉
本
文
妓
後
に
「
大
正
内
戊
腿
粋
Ⅲ
江
、
有
斎
艸
〔
剛
汽
剛
〕
」

４
明
治
四
十
三
年
金
剛
直
喜
写
「
翁
」
大
本
一
冊

内
題
恥
翁
外
題
亜
於
砒
名

仮
綴
本
（
三
七
・
九
×
二
○
・
．
糊
）
。
表
紙
に
「
於
災
名
明
治
山
十

三
年
十
二
月
節
附
雅
之
（
印
）
」
と
蝿
悲
。
本
文
料
紙
は
桁
紙
使
川
。

暴
付
三
丁
。

【
奥
書
］
金
剛
直
立
旦
印
）
謹
而
節
附

【
内
容
］
〈
翁
〉
の
金
剛
流
謡
本
ｃ
最
後
に
一
神
前
式
」
の
詞
章
を
蔵
せ

る
・

征
・
膿
・
ミ
笑
・
龍
虎
・
搬
地
く
い
灘
〉
」
紺
と
一
枕
慈
施
〈
前
後
刊
〉
・

現
椛
忠
度
・
落
葉
・
恋
松
原
・
蝋
刷
詣
・
一
来
法
師
」
組
の
各
六
曲
所

収
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
内
「
藤
・
恋
松
原
・
高
野
物
狂
」
は
明
治
四

十
五
年
槍
刊
本
か
ら
外
組
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
筆
跡
か
ら
、
楠
川

氏
書
写
本
と
思
わ
れ
る
。

の
奥
排
。
全
丁
に
わ
た
り
型
付
を
朱
沸
。
ワ
キ
論
ゼ
リ
フ
と
そ
の
後
の

問
答
の
詞
莱
が
二
箇
所
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
現
行
と
Ⅲ
じ
文

句
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

〈
求
塚
〉
内
題
「
求
女
塚
」
。
本
文
岐
後
に
「
大
正
丙
寅
腱
暑
日
齊

有
斎
書
〔
印
〕
〔
印
〕
」
の
奥
書
。
全
丁
無
章
句
。
全
丁
に
わ
た
り
型
付
が

朱
書
さ
れ
て
い
る
ｃ

【
内
容
］
い
ず
れ
も
現
行
金
剛
流
の
詞
章
・
節
付
。
各
冊
奥
普
に
あ
る

「
汗
有
斎
」
な
る
人
物
は
未
詳
。

６
⑦
書
写
年
不
明
金
剛
流
十
番
綴
内
組
謡
本
半
紙
水
十
冊

内
題
函
所
収
曲
の
曲
Ⅱ
外
題
曲
所
収
仙
の
Ⅱ
Ⅱ

原
装
香
色
表
紙
（
二
四
・
一
×
一
六
・
五
糎
）
ｃ
中
央
上
部
金
箔
散
ら
し

横
長
題
篭
。
全
冊
添
紙
を
二
丁
分
入
れ
た
後
に
目
次
を
付
す
。
本
文
料

紙
は
薄
葉
紙
へ
》
片
面
六
行
。
奥
欝
な
し
・
折
り
Ｈ
ｆ
部
に
本
文
丁
数
を

付
す
。
全
冊
曲
名
の
小
口
響
あ
り
。

【
内
容
］
将
写
年
不
川
な
が
ら
、
川
岸
小
内
紺
と
同
じ
Ⅲ
組
に
な
っ
て

お
り
、
行
数
も
一
致
し
て
い
る
。
側
系
統
の
本
を
蝶
に
桶
川
氏
、
身
が

岱
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
冊
全
丁
に
わ
た
り
、
型
付
な
ど
を
朱

書
・
墨
謡
す
る
こ
ま
た
枢
と
同
様
に
、
薄
葉
紙
を
挟
み
、
詳
細
な
型
付

な
ど
を
書
写
す
る
曲
も
あ
る
。
こ
の
料
紙
は
本
文
科
紙
と
同
種
で
あ
り
、

す
べ
て
楠
川
氏
が
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

内６
１１，０ 

所誓
収写
{''１年
の不
ＩＨＩ明
I］金
剛

タト流
迦十
・・番
所綴
収外
１１１１組
の謡
１１１１本
目

半
紙
本
十
冊
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5６ 

【
曲
目
】
一
冊
目
“
鱗
形
三
笑
現
在
忠
度
落
葉
藤
恋
松
原

（
題
篭
に
は
「
翁
・
弓
矢
立
合
」
も
あ
る
が
、
本
文
は
な
し
）
二
Ⅲ

Ｈ
１
間
野
物
狂
枕
慈
童
豊
国
詣
一
来
法
師
龍
虎
雷
電

【
内
容
】
詞
章
・
節
付
は
明
治
期
・
現
行
謡
本
と
か
わ
り
な
く
、
明
治

以
降
刊
行
本
を
基
に
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鱗
形
・
現
在
忠
度
・

高
野
物
狂
な
ど
の
内
題
の
上
に
、
本
文
と
同
筆
で
「
番
外
」
と
付
さ
れ

て
い
る
が
、
藤
・
恋
松
原
・
高
野
物
狂
は
明
治
四
十
五
年
槍
本
で
は
外

組
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
楠
川
氏
が
書
写
し
、
製
本
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

色
角
裂
あ
り
。

７
書
写
年
不
明
金
剛
流
番
外
謡
本
半
紙
本
二
冊

内
題
叩
所
収
曲
の
曲
目
外
題
油
所
収
曲
の
曲
目

表
紙
は
明
桁
期
槍
本
（
一
旧
｝
を
再
利
用
（
二
四
・
五
×
一
七
・
二
糎
）
。

裏
表
紙
見
返
し
に
あ
る
奥
書
も
そ
の
ま
ま
残
る
。
中
央
上
部
横
長
題
篭
。

本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
［
一
］
三
十
四
丁
［
一
一
〕
四
１
五
丁
。
薄
緑

原
装
薄
香
色
表
紙
（
二
四
・
一
×
一
六
・
五
糠
）
。

【
内
容
】
装
丁
・
書
式
は
⑳
と
ほ
ぼ
同
一
で
、
表
紙
と
色
の
み
が
異
な

る
。
本
書
は
山
岸
本
外
組
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
で
十
番
綴
に
ま
と
め
た

も
の
。
ま
た
山
岸
本
を
基
に
し
た
明
治
四
十
五
年
槍
書
店
刊
五
十
番
綴

本
は
山
岸
本
と
三
曲
の
出
入
り
が
あ
る
の
が
、
本
書
は
山
岸
本
系
と
一

致
す
る
の
で
、
そ
れ
以
前
刊
行
の
本
を
基
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
楠
川
氏
が
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

内
題
壺
所
収
曲
の
曲
名
外
題
》
所
収
曲
の
曲
名

原
装
巻
水
・
千
鳥
模
様
空
抑
茶
色
刷
毛
日
模
様
入
純
色
表
紙
（
二
二
・

六
×
一
六
・
二
櫛
）
。
金
箔
散
ら
し
横
長
題
策
（
全
Ⅲ
「
柴
山
」
の
印
あ

り
）
。
版
心
に
曲
名
・
曲
ご
と
の
丁
数
を
刻
す
。
全
冊
組
番
号
（
朱
）
・

曲
目
（
墨
）
の
小
口
課
あ
り
。
箱
入
り
（
一
六
・
九
×
三
七
・
四
×
五

○
・
一
糎
）
。

【
刊
記
】
明
治
Ⅲ
二
年
六
月
廿
五
日
従
“
同
川
四
年
一
月
廿
八
日
迄
”
黍
／

東
京
市
牛
込
腿
新
小
川
町
二
丁
目
十
番
地
／
／
改
訂
者
観
世
清
廉
／
／

（
電
話
番
町
三
百
十
六
番
）
／
京
都
市
上
京
腿
二
条
通
御
幸
川
西
へ
入
〆
／

發
行
兼
印
刷
者
／
“
槍
常
之
助
／
（
特
電
話
二
千
百
九
十
番
）
。
年
記
の

［
刊
本
］

《
観
世
流
》

９
①
明
治
三
十
二
年
～
’
’
’
十
四
年
檜
常
之
助
刊
観
世
流
五
番
綴
謡
本

８
書
写
年
不
明
「
せ
き
て
ら
こ
ま
ち
」
大
本
一
冊

内
題
”
な
し
外
題
三
打
付
）
せ
き
て
ら
こ
ま
ち

仮
綴
本
（
二
六
・
五
×
一
九
・
五
糠
）
。
表
紙
中
央
に
「
せ
き
て
ら
こ
ま

ち
」
と
墨
書
、
そ
の
下
に
「
金
剛
文
庫
」
の
印
。
本
文
に
薄
蕊
紙
を
使

用
し
、
部
分
的
に
銀
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
墨
付
九
丁
。

【
内
容
］
全
丁
に
わ
た
り
嚇
子
手
付
が
朱
書
さ
れ
て
お
り
、
本
文
簸
後

に
「
二
段
メ
ヲ
ロ
シ
」
と
唱
歌
が
若
干
付
さ
れ
て
い
る
。
詞
章
・
節
付

は
現
行
金
剛
流
の
も
の
と
同
一
で
、
明
治
～
昭
和
の
間
に
書
写
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

半
紙
本
四
十
一
冊
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下
に
一
出
版
御
届
済
」
と
刻
す
。
訂
正
者
・
溌
行
兼
印
刷
者
を
列
記
し
、

そ
の
上
に
「
版
権
所
有
一
刻
し
「
宗
家
観
世
之
印
」
の
印
を
押
す
。

「
槍
常
之
助
」
の
上
に
も
印
有
り
。

【
曲
目
】
内
組
Ｍ
・
外
組
ｋ
・
外
組
－
の
揃

【
内
容
］
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
」
’
四
四
〈
ロ
）
と
同
版
の
揃

本
で
、
装
丁
も
同
一
。
全
冊
直
シ
・
仕
舞
付
・
朧
子
事
な
ど
が
朱
で
加

え
て
あ
る
二
朱
は
楠
川
氏
の
手
と
思
わ
れ
、
「
昭
和
三
十
二
年
一
月
十

一
一
Ⅲ
観
世
会
ニ
テ
鋤
ム
」
（
養
老
）
の
よ
う
に
、
自
身
が
演
じ
た
時
の
書

き
入
れ
が
あ
る
が
、
「
大
正
甲
子
元
滋
」
（
江
Ｕ
「
能
々
工
夫
専
一
之
事

大
正
十
．
一
一
年
↑
邑
月
沁
滋
（
花
押
）
迎
形
（
）
内
ハ
別
本
ノ
写

と
豈
迦
小
町
）
な
ど
他
本
（
特
に
飢
阯
北
滋
の
本
）
の
型
を
び
し
た
も
の

も
多
い
。
ま
た
灘
獅
な
ど
は
薄
紙
な
ど
を
挟
み
、
詳
細
に
組
逃
し
て
い

る
唇

９
口
）
明
治
二
十
七
年
楢
常
之
助
刊
観
世
流
追
加
曲
謡
本

半
紙
本
一
冊

内
題
函
所
収
曲
の
Ⅲ
Ⅱ
外
題
》
所
収
曲
の
Ⅲ
Ⅱ

群
翔
千
鳥
模
様
空
抑
茶
色
表
紙
（
一
｝
二
・
四
×
一
六
・
三
糎
）
。
金
箔
散

ら
し
横
原
装
長
題
篭
（
余
冊
「
柴
山
」
の
印
あ
り
）
。
版
心
に
曲
荊
・
曲

ご
と
の
丁
数
を
刻
す
（
》
曲
目
（
朱
）
の
小
川
書
あ
り
。
①
と
同
じ
鞘
入
り
。

【
刊
記
］
右
之
本
者
観
世
太
夫
織
部
以
章
句
／
』
陛
本
令
版
行
畢
天
保

十
一
年
庚
子
歳
孟
春
改
正
再
板
〆
皇
都
二
条
通
御
幸
町
西
江
人
町
旧

山
本
長
兵
術
《
／
明
治
Ⅱ
七
年
六
月
六
日
印
刷
〆
〆
明
治
Ⅱ
七
年
六
月
十
二

日
發
行
／
東
京
市
麹
町
随
飯
Ⅲ
町
四
丁
目
壱
番
地
／
宮
内
庁
御
用
達

訂
正
稀
観
世
猜
廉
／
京
都
市
三
条
通
御
幸
町
西
十
一
番
戸
發
行
者

兼
印
刷
者
槍
常
之
助
訂
正
者
・
發
行
者
兼
印
刷
苫
の
上
に
「
版
権

／
所
有
」
を
刻
す

【
曲
目
】
仲
光
む
め
笛
之
巻
木
曽
楠
露
高
野
物
狂
菊
士

童【
内
容
］
⑦
と
同
箱
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
「
柴
山
一
の
印
が
あ

る
。
一
沁
一
を
補
完
す
る
た
め
に
補
充
さ
れ
た
本
で
あ
ろ
う
。
〈
菊
上
葹
〉
の

み
朱
で
型
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
最
終
丁
に
は
楽
の
詳
細
な
型
が
朱
背

さ
れ
て
い
る
。

、
明
治
三
十
九
年
～
四
十
一
年
檜
常
之
助
刊
観
世
流
五
番
綴
謡
本

半
紙
本
川
ｌ
兀
冊

内
題
池
所
収
川
の
曲
渦
外
迦
函
所
収
Ⅱ
の
Ⅲ
墹

原
装
観
Ⅲ
水
・
矢
巾
・
干
川
棋
様
空
抑
練
色
衣
紙
（
兵
．
一
・
六
×
｝

六
・
工
糎
）
。
命
補
散
ら
し
枇
踵
題
簸
・
版
心
に
曲
名
・
Ⅲ
ご
と
の
丁

敢
を
刻
す
。
今
川
組
番
号
（
未
了
Ⅲ
Ⅱ
（
磯
）
の
小
川
灘
あ
り
。
鯖
入
り

一
二
六
・
○
×
三
七
・
五
×
四
九
・
二
糎
）
。

［
刊
記
】
印
刷
年
月
Ⅱ
と
発
行
年
月
日
を
列
記
（
明
治
三
’
九
年
十
一

月
十
五
日
～
同
四
十
一
年
六
月
十
五
日
）
東
京
市
牛
込
腿
新
小
川
町
二

丁
目
十
番
地
．
受
／
改
訂
者
観
世
清
廉
／
二
電
話
番
町
三
百
十
六
番
）
上
凧

都
市
二
条
通
麸
屋
町
角
十
二
番
一
円
〈
發
行
兼
印
刷
者
桧
常
之
助
が

（
特
電
話
二
千
百
九
十
番
）
／
（
振
替
貯
金
三
五
五
菰
）

訂
正
者
・
發
行
兼
印
刷
者
を
列
記
し
、
そ
の
上
に
「
版
権
所
有
」
刻
し

一
宗
家
観
世
之
印
」
の
印
を
お
す
。
「
槍
術
之
助
」
の
上
に
も
印
有
り
。
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5８ 

《
金
剛
流
》

厄
明
治
三
十
一
年
四
月
檜
常
之
助
刊
金
剛
流
十
番
綴
本

大
本
二
十
冊
揃
（
内
組
十
冊
外
組
十
冊
）

内
題
函
所
収
曲
の
曲
目
外
題
如
所
収
曲
の
曲
目

原
装
九
曜
及
丸
型
沢
潟
紋
空
押
文
様
薄
茶
色
表
紙
三
五
・
五
×
一

八
・
二
糎
）
。
中
央
上
部
横
長
題
篭
（
内
組
一
・
二
・
五
・
七
・
九
冊
目

と
外
組
十
冊
目
に
は
曲
目
が
記
さ
れ
て
い
な
い
）
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。

片
面
六
行
。
咽
に
丁
付
を
曲
ご
と
に
刻
し
（
箙
ノ
ー
、
一
高
二
高
砂
の

場
合
）
な
ど
数
種
）
、
各
丁
表
左
下
に
も
丁
付
を
墨
書
す
る
。
薄
茶
色
角

裂
あ
り
。

Ⅲ
昭
和
四
年
檜
轡
店
刊
観
世
流
一
番
綴
謡
本
「
春
日
竜
神
」半
紙
本
一
冊

内
題
町
春
日
龍
神
外
題
“
春
日
髄
神

原
装
翔
群
千
鳥
・
菊
水
空
抑
模
様
薄
茶
色
表
紙
（
二
二
・
六
×
一
六
糎
）
。

中
央
長
形
刷
題
蟻
。

【
内
容
】
大
正
版
の
十
版
。
昭
和
三
年
か
ら
合
資
会
社
と
な
っ
た
栴
諜

店
か
ら
の
出
版
。
シ
テ
の
型
に
つ
い
て
書
か
れ
た
紙
を
二
枚
挟
む
。

【
曲
目
］
内
組
Ｍ
・
外
組
ｋ
・
外
組
－
．
明
治
追
加
七
番
（
木
曽
・
仲

光
・
梅
・
楠
露
・
高
野
物
狂
・
笛
之
巻
・
菊
慈
童
）
・
乱
曲
集
（
天
・

地
）

【
内
容
】
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
と
一
四
ｍ
と
同
種
で
、
装

丁
も
同
一
。
全
冊
若
干
の
直
シ
（
朱
）
と
訂
正
跡
が
あ
る
。

旧
①
明
治
三
十
一
年
檜
常
之
助
刊
金
剛
流
一
番
綴
謡
本

半
紙
本
一
九
七
冊

内
題
》
各
冊
の
曲
目
外
題
叩
各
冊
の
曲
目

原
装
九
雌
及
び
丸
型
沢
潟
空
押
模
様
茶
色
表
紙
（
二
五
・
○
×
一
七
・

七
糎
）
。
横
長
刷
題
篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
片
面
六
行
。

【
刊
記
］
（
全
冊
あ
り
）
明
治
舟
一
年
四
月
十
二
日
訂
正
印
刷
”
／
”
同
年

四
月
十
九
日
発
行
／
東
京
市
赤
阪
歴
青
山
南
町
五
丁
目
三
番
地
／
改
訂

者
金
剛
鈴
之
助
／
京
都
市
下
京
Ｅ
室
町
通
四
條
上
ル
六
番
戸
／
訂
正

【
刊
記
】
（
各
冊
に
有
）
東
京
市
麹
町
区
麹
町
七
町
目
二
拾
番
地
改

訂
者
金
剛
右
京
京
都
市
下
京
瞳
室
町
通
山
條
上
ル
六
番
戸
改
訂
者

金
剛
直
喜
京
都
市
上
京
遍
二
條
通
御
幸
町
西
十
一
番
戸
発
行
印
刷

者
槍
常
之
助

【
内
容
】
明
治
十
五
年
刊
山
岸
本
の
版
木
を
蕊
に
出
版
さ
れ
た
本
で
、

曲
組
は
山
岸
本
（
五
番
綴
）
二
冊
分
を
合
わ
せ
た
形
。
同
祁
の
本
は
「
鳩

山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
」
一
七
４
④
．
＠
に
も
あ
る
が
、
本
書
は

十
番
綴
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
咽
の
丁
付
の
他
に
も
、
丁
付
が
墨
書
さ

れ
て
い
る
の
で
、
桶
川
氏
が
十
番
綴
の
体
裁
に
整
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

改
訂
者
の
一
人
を
「
金
剛
鈴
之
助
」
で
は
な
く
「
金
剛
右
京
」
と
す
る

点
は
ロ
ー
番
綴
）
と
同
一
。
全
冊
全
曲
に
わ
た
り
、
行
間
・
止
部
余
白

に
型
付
な
ど
を
朱
書
・
墨
書
す
る
。
ま
た
白
半
紙
を
挟
み
、
詳
細
な
装

束
付
を
付
す
曲
（
紅
葉
狩
・
鞍
馬
天
狗
・
雷
電
・
舎
利
・
壇
風
）
、
神
楽

及
び
唱
歌
を
付
す
Ⅲ
（
巻
絹
『
特
殊
な
舞
事
を
付
す
Ⅱ
〈
海
人
・
猩
々
｝

な
ど
が
あ
る
。
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著
金
剛
直
灘
上
凧
都
市
上
京
区
二
條
皿
御
幸
町
西
十
一
稀
戸
ｒ
発
行

印
刷
者
兼
檎
常
之
助

【
内
容
】
一
也
同
様
に
山
岸
本
を
基
に
出
版
さ
れ
た
一
番
綴
本
で
、
版

式
も
同
一
ｃ
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
ｆ
」
’
七
４
，
と
同
種
で

あ
る
が
、
訂
正
者
の
一
人
を
「
金
剛
鈴
之
助
，
｜
と
す
る
点
が
異
な
る
。

全
冊
に
朱
で
直
シ
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
本
文
行
間
・
上
下
部
余

白
に
詳
細
な
型
を
朱
書
す
る
曲
が
あ
る
。
他
に
も
〈
一
角
仙
人
〉
〈
尤
服

曽
我
〉
な
ど
に
は
、
題
篭
に
「
滴
水
脈
徳
先
生
四
の
枕
下
人
」
と
あ
り
、

大
妓
の
手
付
を
加
え
る
冊
も
あ
る
。
澗
水
正
徳
一
一
八
冗
六
～
一
九
三

七
）
は
大
鼓
商
安
流
の
役
瀞
。

旧
◎
明
治
一
一
一
十
一
年
檜
常
之
助
刊
金
剛
流
一
番
綴
謡
本
「
二
人
静
」

半
紙
本
一
冊

【
内
容
］
装
丁
・
版
式
・
内
容
等
（
⑪
と
同
一
。
但
し
訂
正
者
の
一
人
を

「
金
剛
右
京
」
と
す
る
点
の
み
異
な
る
。
本
普
は
鈴
之
助
が
右
京
と
改

め
た
明
治
四
十
三
年
八
Ⅱ
以
後
に
発
光
さ
れ
た
分
。

旧
Ｏ
明
治
三
十
一
年
檜
常
之
助
刊
金
剛
流
一
番
綴
謡
本
半
紙
本
岡
冊

【
曲
目
】
葛
城
通
小
町
融
満
仲

【
内
容
】
装
丁
・
版
式
・
内
容
等
①
。
、
と
同
一
。
〈
葛
城
〉
の
み
改
訂

者
の
一
人
を
「
金
剛
鈴
之
助
」
と
す
る
。
〈
葛
城
〉
の
題
篭
に
は
「
型

附
」
と
朱
秤
さ
れ
て
お
り
、
本
文
行
間
、
上
下
部
余
白
に
型
を
付
さ
れ

て
い
る
。
他
の
三
冊
も
同
様
で
あ
る
が
、
〈
皿
小
町
〉
に
は
表
紙
見
返
し

川
明
治
三
十
八
年
檜
常
之
助
刊
金
剛
流
五
十
番
綴
謡
本中
型
横
本
笈
冊

内
題
辨
所
収
仙
の
曲
目
外
題
皿
所
収
仙
の
曲
目

原
装
鱗
形
空
抑
模
様
布
地
背
丹
色
表
紙
一
一
三
・
○
×
一
九
・
○
櫛
）
。

中
央
災
形
題
篭
に
「
金
剛
流
謡
本
内
の
上
〈
下
巨
と
瓢
謝
し
、
そ
の

横
に
青
イ
ン
ク
で
「
高
安
流
大
鼓
手
附
は
入
」
と
加
え
る
。
上
巻
目
頭

に
序
を
付
し
、
各
冊
冒
頭
に
目
録
を
付
す
。
片
面
十
一
行
。
各
丁
裏
の

本
文
最
後
に
「
高
砂
こ
の
よ
う
に
丁
付
。
本
文
目
頭
・
末
尾
に
楠
川

氏
印
あ
り
。

【
刊
紀
］
明
治
川
一
年
四
月
十
二
日
印
刷
何
年
四
月
Ｉ
几
Ⅱ
發
行

岡
川
八
年
十
一
年
菰
Ⅱ
別
製
本
御
届
／
訂
正
者
金
剛
悩
駆
Ｕ
制
服
背

今
井
幾
三
郎
人
凧
都
巾
止
威
腿
二
條
通
建
屋
川
北
来
灯
拾
二
稀
、

〆
発
行
者
印
刷
将
槍
術
之
助
”
二
特
電
二
千
百
九
十
番
）

【
内
容
】
今
井
幾
三
郎
が
詳
細
な
節
付
を
し
、
出
版
し
よ
う
と
し
た
も

の
を
家
元
鈴
之
助
が
販
売
・
使
用
を
禁
止
し
た
本
（
出
版
に
関
わ
る
事

情
は
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
上
一
一
七
６
参
照
）
。
名
曲
内
題

の
上
に
「
曲
名
・
配
役
・
地
・
季
」
を
刻
し
た
小
さ
な
紙
を
付
し
て
あ

る
。
題
簸
に
あ
る
よ
う
に
大
鼓
の
付
が
醤
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
（
行
ィ

に
、
〈
融
〉
に
は
股
終
丁
に
装
束
付
が
朱
辞
さ
れ
て
お
り
、
〈
満
仲
〉
は
表

紙
見
返
し
に
装
束
付
が
鴎
轡
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
型
の
記
栽
は
一
ｍ
）
．
｜
⑰
｜
に
も
見
ら
れ
る
が
、
本
普
に
は
悩
シ
が

な
い
点
が
異
な
り
、
楠
川
氏
も
紫
色
の
紐
で
括
り
、
別
世
し
て
い
た
の

で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
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6０ 

帽
①
昭
和
十
七
年
槽
書
店
刊
金
剛
流
新
曲
「
世
阿
弥
」
中
本
一
冊

内
題
亜
世
阿
弥
外
題
叩
世
阿
弥
金
剛
流
新
曲

原
装
九
曜
紋
空
抑
模
様
茶
色
表
紙
（
二
一
・
○
×
一
四
・
九
糎
）
。
表
紙

左
肩
に
一
「
金
剛
流
新
曲
」
の
刷
題
篭
。
一
丁
月
に
川
Ⅲ
順
の
序
と
梗
概

を
付
す
ご
墨
付
十
四
丁
。
袋
綴
本
。

【
内
容
】
昭
和
期
の
新
作
曲
。
作
者
は
建
築
家
で
〈
恋
塚
〉
の
作
者
で
も

旧
昭
和
四
年
～
十
五
年
桧
書
店
刊
金
剛
流
昭
和
版
一
番
綴
謡
本

半
紙
本
二
十
冊

内
題
汕
各
冊
の
曲
目
外
題
皿
各
冊
の
曲
Ⅱ

原
装
九
曜
紋
空
抑
模
様
茶
色
表
紙
（
二
三
・
一
×
一
六
・
四
糎
）
。
表
紙

小
火
上
部
長
形
刷
題
篭
。
一
丁
表
に
曲
梗
概
、
一
丁
製
に
装
束
付
を
付

す
心

【
曲
目
］
葵
上
安
宅
生
田
敦
鵬
岩
船
景
清
椰
郷
黒
塚

猩
々
是
我
意
弾
丸
竹
生
嶋
土
蜘
蛛
鶴
亀
羽
衣
橋
弁
慶

満
仲
三
輪
望
月
盛
久
夕
顔
熊
野
頼
政

【
内
容
］
〈
生
旧
教
際
・
岩
船
・
三
輪
・
盛
久
〉
以
外
は
朱
で
直
シ
・
型

付
・
離
子
手
付
な
ど
を
背
き
込
む
〈
〈
熾
滴
〉
の
み
鉛
兼
）
《
》
特
に
〈
望
月
〉

は
題
簸
下
部
に
「
重
習
藪
禁
他
見
一
と
書
か
れ
て
お
り
、
表
紙
見
返
し

に
装
束
付
を
朱
謝
し
、
本
文
行
間
に
詳
細
な
型
を
付
す
な
ど
、
本
組
の

中
で
は
最
も
書
入
が
多
い
。

ン
ク
）
、
そ
れ

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
も
型
付
の
書
入
が
多
く
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
朱
書
あ
る
竹
腰
健
造
。

二
部
分
謡

［
写
本
］

《
金
春
流
》

１
元
文
四
年
伊
達
吉
村
写
「
乱
曲
う
た
び
本
」
半
紙
本
一
冊

内
題
叩
所
収
曲
の
曲
目
外
題
蕊
乱
曲
う
た
ひ
本

《
特
殊
謡
本
》

ロ
大
正
御
大
典
能
記
念
謡
本
半
紙
本
一
冊

内
題
叩
所
収
曲
の
曲
目
外
題
率
な
し

上
部
に
菊
紋
、
中
部
か
ら
下
部
に
水
・
雲
・
桜
な
ど
を
織
り
川
し
た
金

欄
表
紙
（
二
一
・
七
ｘ
一
五
・
○
極
）
。
大
和
綴
さ
れ
た
綴
糸
に
紫
太
糸

を
使
用
。
題
鱗
な
し
。
奥
書
な
し
》
厚
紙
製
箱
入
り
。

【
曲
目
］
翁
商
砂
石
橋

【
内
容
］
大
正
四
年
十
二
月
七
・
八
日
の
大
祓
天
皇
即
位
大
典
記
念
祝

賀
能
に
際
し
て
参
観
者
の
た
め
に
Ⅲ
意
さ
れ
た
特
製
謡
本
。
第
一
日
目

と
第
二
冊
目
の
二
冊
揃
の
内
の
第
一
ｎ
分
。
（
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
賛
料

解
題
化
」
’
’
三
Ｃ
ｌ
２
参
照
）

帽
、
昭
和
十
七
年
槽
書
店
刊
金
剛
流
新
曲
「
世
阿
弥
」
中
本
一
冊

原
装
薄
香
色
表
紙
。
表
紙
中
央
上
部
に
イ
と
同
一
の
題
篭
。
洋
綴
本
。

【
内
容
】
表
紙
．
綴
じ
方
以
外
の
装
丁
・
版
式
・
内
容
は
イ
と
同
一
。
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漉補餓洲|;$職灘
・斐模論ので１こつ°で
紙様
を人

《
金
剛
流
》

３
昭
和
八
年
桶
川
正
範
写
金
剛
流
一
番
綴
本
「
木
曽
願
轡
」

小
型
枇
本
．
Ⅱ

内
迦
函
な
し
外
題
卯
木
円
願
汁

仮
綴
本
｛
、
二
・
五
×
一
九
・
流
糎
）
。
衣
紙
中
央
に
「
木
曽
願
沸
」
と

鶴
書
（
》
本
文
科
紙
は
楮
紙
。
墨
付
二
丁
。
片
面
九
行
。
一
丁
表
に
「
楠

川
」
の
印
二

【
奥
書
］
表
紙
右
上
に
「
昭
和
八
年
一
月
金
剛
宗
家
よ
り
御
秘
本
を

《
排
借
写
す
」
と
あ
る
。
ま
た
本
替
を
包
む
封
筒
に
も
「
金
剛
石
東
先

生
内
灘
写
一
と
あ
る
。

【
奥
灘
］
右
乱
仙
う
た
ひ
者
〆
奥
州
公
依
御
製
祖
父
仰
通
日
縦
本

以
被
為
〃
ｆ
ふ
し
〆
附
指
止
蕃
也
ｆ
時
兀
文
五
腿
巾
歳
大
蔵
大

夫
中
呂
廿
八
日
秦
経
存
（
花
押
）

【
曲
目
】
上
官
太
子
八
雛
松
浦
物
狂
加
茂
物
狂
隠
岐
院
母

衣
悪
源
太
嶋
廻
花
筐
雪
翁
叙
磨
源
氏
碁
舞
単
鮮
武

錦
戸
玉
取
由
良
物
狂
地
主
．
字
題
香
椎
高
野
参
詣

高
野
物
狂
丹
後
物
狂
砧
矧
矢
立
合

【
内
容
］
美
蝿
な
装
Ｊ
で
あ
り
、
奥
諜
迦
り
人
蔵
経
稀
（
宝
暦
十
Ｗ
年

没
）
か
ら
奥
州
公
へ
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
奥
州
公
」
は
井
写
年

代
か
ら
推
測
し
て
伊
逸
吉
村
で
あ
る
と
巷
え
ら
れ
る
。
節
付
は
伽
略
で

実
際
便
川
し
た
本
と
い
う
よ
り
は
州
品
川
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
〈
錦

戸
・
碁
・
舞
車
・
高
野
物
狂
〉
な
ど
謡
物
と
し
て
は
変
わ
っ
た
曲
が
所

収
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
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6２ 

４
，
昭
和
十
四
年
石
原
環
写
「
木
曽
願
書
」
半
紙
本
一
冊

内
題
》
木
曽
願
書
外
題
”
奥
傳
木
曽
願
習

仮
綴
本
（
二
五
・
二
×
一
六
・
七
糎
）
。
墨
付
三
丁
。

【
奥
書
］
本
文
冒
頭
に
「
欝
流
に
ハ
（
欝
謡
も
）
能
も
な
く
装
束
付
も
な

け
れ
と
、
薮
き
三
讃
物
の
奥
傳
な
り
。
昭
和
八
年
一
月
下
旬
京
都
寺
町

今
出
川
上
ル
宅
ニ
テ
廿
三
世
右
京
先
生
ヨ
リ
ロ
傳
」
と
あ
り
、
昭
和
十

四
年
五
月
／
総
原
玉
城
調
書
」
と
あ
る
。

【
内
容
】
〈
木
曽
願
書
〉
の
小
謡
。
上
部
余
白
に
謡
い
方
に
つ
い
て
の
説

明
が
加
え
て
あ
り
、
こ
れ
が
金
剛
右
京
に
よ
る
、
伝
ら
し
い
。
奥
書
に

あ
る
「
原
玉
城
」
は
①
に
見
え
る
「
石
原
環
」
と
思
わ
れ
る
。

４
①
昭
和
十
四
年
桶
川
正
範
写
「
木
曽
願
書
」
一
枚

内
題
》
な
し
外
題
叩
な
し

二
○
・
五
×
一
三
六
糎
（
折
本
仕
様
）
。
本
文
冒
頭
上
部
に
蔵
書
印
あ
り
。

【
奥
書
】
昭
和
八
年
一
月
廿
二
日
室
町
金
剛
能
楽
堂
に
て
／
鋏
柏
崎
相
勤

む
節
／
金
剛
宗
家
よ
り
古
書
有
借
謹
書
之
／
石
原
環
／
二
十
三
世
右
京

先
生
也
昭
和
十
四
年
九
月
石
原
氏
／
所
蔵
を
以
て
之
ヲ
写
ス
正
範

【
内
容
】
〈
木
曽
〉
の
「
願
書
」
に
朱
や
墨
で
離
子
の
手
付
を
加
え
た
も

の
。
石
原
環
に
つ
い
て
は
未
詳
。

【
内
容
】
直
シ
な
ど
は
な
い
が
、
本
文
と
同
じ
手
で
上
部
余
白
に
「
金

容
ノ
誤
ナ
ラ
ン
」
と
い
っ
た
詞
章
の
訂
正
や
、
「
陸
奥
の
守
」
の
部
分

に
「
国
」
と
振
り
、
頭
注
で
「
ミ
ち
の
国
な
れ
バ
タ
ン
ノ
間
、
ミ
ち
の

く
の
守
な
れ
（
平
間
」
と
加
え
る
な
ど
若
干
の
書
入
れ
が
あ
る
。

５
昭
和
十
五
年
清
水
生
写
「
峯
之
姫
松
」中
型
横
本
三
冊
（
天
・
地
・
人
）

内
題
刺
所
収
曲
の
曲
目
外
題
聰
峯
之
姫
松

原
装
白
緑
色
表
紙
（
一
六
・
○
×
二
四
・
○
糠
）
。
左
肩
金
箔
散
ら
し
長

形
題
策
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
天
ノ
巻
目
録
に
は
「
金
剛
流
謡
離
子
集

目
次
」
と
あ
り
、
三
冊
分
の
曲
目
列
挙
。
墨
付
（
天
」
七
十
丁
｛
地
」

八
十
丁
［
人
］
六
十
八
丁
本
文
片
面
十
一
行
。
花
紋
入
浅
黄
色
角
裂

あ
り
。

【
奥
書
】
人
の
巻
の
最
後
に
「
紀
元
二
千
六
百
年
当
月
／
腫
楠
川
師
之

求
／
清
水
生
書
間
」
と
あ
り
。

【
曲
目
】
〈
天
之
巻
〉
高
砂
弓
八
幡
老
松
放
生
川
難
波

白
楽
天
道
明
寺
養
老
西
王
母
志
賀
鶴
亀
淡
路
富
士
山

賀
茂
氷
室
岩
船
竹
生
島
嵐
山
呉
服
和
布
刈
右
近

金
札
田
村
八
島
質
鴨
巴
経
政
敦
盛
俊
成
忠
度
生
田

敦
盛
箙
兼
平
忠
度
清
経
通
磯
知
章
放
下
僧
自
然
居

士
東
岸
居
士
花
月
。
〈
地
之
巻
〉
東
北
江
口
芭
蕉
半
蔀

采
女
佛
原
熊
野
松
風
井
筒
野
々
宮
千
手
楊
貴
妃
二

人
静
吉
野
静
源
氏
供
養
双
紙
洗
夕
顔
羽
衣
胡
蝶
藤

六
浦
杜
蒋
誓
願
寺
葛
城
雪
巻
絹
瀧
田
三
輪
雲
林
院

遊
行
柳
西
行
桜
小
塩
雨
月
掩
髄
太
鼓
雲
雀
山
紅
葉
狩

船
弁
慶
花
形
見
桜
川
柏
崎
百
万
三
井
寺
加
茂
物
狂

浮
船
玉
葛
富
士
太
鼓
梅
枝
天
鼓
唐
船
枕
慈
童
肺
馴
。

〈
人
之
巻
〉
錦
木
松
虫
小
袖
曽
我
芦
刈
春
栄
小
督
盛
久

安
宅
七
騎
落
高
野
物
狂
山
姥
藤
戸
阿
漕
善
知
烏
通
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６
謡
本
書
付
・
断
簡
三
十
点

謡
本
・
小
謡
本
（
写
本
・
版
本
を
含
む
）
の
断
簡
・
書
付
・
不
完
全
な
仮

綴
本
な
ど
を
一
括
す
る
こ
す
く
て
金
剛
流
の
も
の
。

一
曲
目
］
実
盛
鐘
腫
外
浜
風
弓
矢
立
合
（
型
を
朱
書
）
采
女

勧
進
帳
金
札
小
鍛
冶
（
版
本
。
型
を
朱
書
）
舎
利
鵜
飼
桜
川

麹
鉢
木
落
葉
身
延
飛
鳥
川
阿
古
屋
松
卒
塔
婆
流
博
多
物

卿付
狂
松
浦
物
狂
加
茂
物
狂
高
野
物
狂
一
宇
題
曙
無
声
垂
Ⅱ

録
教
訓
長
谷
質
方
横
山
道
成
寺
（
版
本
）
八
嶋

＃
し

雌
［
刊
本
］

Ⅸ
《
金
春
流
》

楠
７
江
戸
後
期
須
原
屋
平
助
刊
下
懸
離
謂
中
型
横
本
．
Ⅲ

３
内
越
皿
下
懸
雌
調
外
題
卵
迦
掻
剥
落

６
 

服
装
が
色
表
紙
一
一
一
二
・
○
×
一
八
・
血
糎
｝
・
左
府
の
優
形
迦
簸
剥
淵
。

;灘剛wjiiIi
かし１１１：さ熊側女
とたされ金融奴即
恩情れた剛野花
わ水ての流郷夜守
れ生おかの人川ハ）
るにＩ）も畷鵜愉
・つ、し子藤森飼

ぞＩｉｉｆ滝'ｶﾞﾄﾞ'’歌鉄占

；1%彌鮴蟻Ｍ１；項弁

蕊｜
糊淵猟｛iIWili
にｏｌｌｌｌ本々磯｜矧狗
あ本’二を。柄
た普型AＬイネ処

本
文
料
紙
は
横
紙
使
用
。
本
文
口
頭
に
Ⅱ
録
を
付
す
。
墨
付
百
四
十
七

丁
片
Ⅳ
十
三
行
。
版
心
下
部
に
丁
付
。
奥
辨
な
し
。
典
表
紙
見
返
り

に
「
皆
川
氏
」
の
粁
名
と
蔵
悲
印
あ
り
》

【
曲
目
］
○
脚
砂
○
弓
八
幡
○
老
松
○
難
波
○
志
賀
典
服

○
東
北
○
世
雌
○
野
寓
○
江
川
○
采
女
○
楊
出
妃
○

排
筒
定
家
遊
展
枩
風
千
手
船
弁
慶
○
班
女
二
人
肺

源
氏
供
養
関
寺
小
町
○
夕
顔
○
半
蔀
○
佛
原
○
小
塩
○

社
務
○
輕
願
寺
○
羽
衣
○
芸
林
院
六
浦
○
西
行
桜
○
遊

行
柳
三
輪
瀧
田
巻
絹
梅
枝
編
士
人
鼓
天
鼓
Ⅲ
郷
唐

船
百
萬
柏
崎
三
井
寺
桜
川
玉
葛
浮
舟
芦
刈
盛
久

安
宅
錦
木
小
督
松
虫
自
然
居
士
花
月
放
下
僧
雨
月

歌
占
山
姥
当
麻
海
士
融
春
日
龍
神
六
浦
○
養
老
猩

々
紅
葉
狩
春
栄
○
白
楽
天
蒋
知
鳥
女
郎
花
清
経
吉
野

静
小
鍛
冶
槍
垣
木
賊
（
以
上
七
十
六
番
）
［
付
］
式
三
番

【
内
容
］
本
普
に
は
奥
書
は
な
い
が
、
「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題

上
」
一
三
９
（
享
保
元
年
九
月
須
原
屋
平
助
刊
「
下
懸
離
潅
」
｝
と
同
版

で
あ
り
、
同
時
期
の
出
版
と
考
え
ら
れ
る
。
鵜
山
文
庫
本
と
比
べ
る
と

「
式
一
一
．
瀞
」
本
文
最
後
に
あ
る
点
や
、
そ
の
後
に
「
笛
の
し
や
う
か
の

事
」
「
小
鼓
打
様
の
嚇
三
大
鼓
打
様
の
恥
」
「
小
鼓
舞
打
様
之
事
」
「
大

鼓
辮
之
事
」
「
地
頭
之
事
」
「
カ
ヶ
リ
蚊
と
瓢
二
大
返
シ
之
躯
」
を
加

え
て
い
る
点
が
異
な
る
。
目
頭
目
録
に
は
「
式
三
稀
」
を
加
え
て
「
七

十
七
稀
」
と
し
て
い
る
の
で
（
泌
山
文
脈
本
も
同
様
「
本
諜
の
方
が
原

皿
か
も
し
れ
な
い
。

表
紙
見
返
し
に
「
○
印
ハ
京
部
金
剛
家
「
離
要
染
」
ヨ
リ
蝿
セ
ル
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《
金
剛
流
》

８
刊
年
刊
者
不
明
金
剛
流
離
子
謡
集
小
型
横
本
一
Ⅲ

内
題
卵
所
収
曲
の
曲
目
外
題
》
題
鑛
剥
落

石
版
印
刷
。
原
装
布
目
地
震
模
様
背
丹
色
表
紙
｛
一
八
・
二
×
一
三
・

四
糎
）
。
左
肩
の
題
篭
剥
落
。
本
文
料
紙
は
薄
莱
紙
。
本
文
前
に
目
録

を
付
す
。
墨
付
三
百
十
八
丁
。
片
面
１
行
。
奥
諜
な
し
《
》
本
文
鹸
後
に

「
内
止
巻
終
了
以
上
五
十
齢
」
の
下
に
「
く
す
か
わ
」
の
印
あ
り
。

ま
た
妓
後
の
添
紙
典
に
「
楠
川
派
範
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

【
曲
目
］
山
津
本
内
組
ｌ
～
ｍ
の
Ⅱ
－
Ⅱ
所
収

【
内
容
］
背
表
紙
に
「
内
の
上
爪
十
齢
一
と
あ
る
の
で
、
本
来
二
Ⅲ

揃
百
番
の
本
ら
し
い
。
詞
章
は
山
岸
水
系
と
同
一
で
、
明
治
頃
刊
と
推

測
さ
れ
る
。
数
曲
に
雛
子
の
下
付
が
朱
替
さ
れ
て
い
る
。
本
書
名
は
内

容
を
踏
ま
え
て
仮
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

物
之
／
不
足
分
放
唯
川
．
“
／
他
見
蕊
一
と
あ
り
、
目
録
に
朱
丸
を
付
し

た
Ⅲ
（
右
曲
目
の
○
印
を
付
し
た
曲
）
に
は
、
型
付
な
ど
が
朱
普
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
〈
熊
野
〉
と
〈
葛
城
（
本
書
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
）
〉
は
型

付
が
杏
か
れ
た
薄
紙
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

三
伝
書

［
写
本
］

１
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
能
の
秘
事
」

内
題
》
な
し
外
題
》
能
の
秘
事
全

半
紙
本
一
冊

２
昭
和
十
一
年
楠
川
正
範
氏
写
「
謡
曲
心
得
集
」
半
紙
本
一
Ⅲ

内
題
函
な
し
外
題
二
謡
曲
心
得
集
全

原
装
鳥
の
子
色
表
紙
（
二
三
・
二
×
、
六
・
五
糎
）
。
左
府
金
箱
散
ら
し

長
形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
薄
葉
紙
。
本
文
前
に
目
録
を
二
丁
付
す
。
各

丁
表
左
下
に
丁
付
。
墨
付
八
十
七
Ｊ
・
片
面
九
行
。
浅
緑
色
角
裂
あ
り
。

外
題
と
同
じ
小
口
書
あ
り
。

【
奥
書
】
宝
永
三
面
戊
天
正
月
十
五
日
写
之
川
村
直
躬
所
持
、
昭
和

十
一
年
艦
夏
／
平
松
氏
写
本
依
り
写
之
〆
正
範
（
印
）

【
内
容
】
謡
を
中
心
と
し
た
雑
伝
書
。
目
次
の
項
目
は
以
下
の
通
り
。

序
、
口
中
開
合
並
調
子
之
事
、
女
は
か
せ
男
は
か
せ
、
脇
と
シ
テ
と

原
装
鳥
の
子
色
表
紙
（
二
三
・
二
×
》
六
・
五
糎
）
。
左
肩
金
箔
散
ら
し

長
形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
薄
葉
紙
。
墨
付
三
十
五
丁
。
各
丁
表
左
下
に

丁
付
。
浅
緑
色
角
裂
あ
り
。
外
題
と
同
じ
小
口
書
あ
り
ｃ
本
文
前
の
添

紙
に
「
能
の
秘
説
」
の
墨
書
と
、
「
金
剛
文
庫
」
の
印
。
本
文
一
丁
目

に
楠
川
氏
の
蔵
諜
印
。

【
奥
書
】
下
問
少
進
法
印
〆
仲
康
書
判
盈
朱
印

【
内
容
］
下
問
少
進
『
叢
伝
抄
」
の
写
で
、
奥
書
は
本
研
究
所
蔵
異
本

（
書
名
『
流
音
之
能
之
心
持
事
ご
と
同
一
。
本
書
は
確
認
し
得
た
諸
本

と
異
同
が
あ
り
、
例
え
ば
「
能
之
道
具
之
寸
尺
蝋
」
の
鹸
後
に
「
は
つ

ひ
」
’
ち
ゃ
う
け
ん
」
「
お
い
か
つ
ら
」
を
加
え
、
「
お
い
か
つ
ら
」
の

絵
を
減
せ
て
い
る
の
は
本
書
の
み
。
本
普
は
三
２
と
同
表
紙
で
、
本
文

も
同
じ
手
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
楠
川
氏
自
身
が
諜
写
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
・
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６５楠１１１文１１|〔IMIlII1:||鍬(付解題）

いで問纂ill：
た、|題！さ￣底のや１１：ｌｌｉの字事脇ｆ１ｌ－：面共ＩＷななの
本初はれ系本，}ｌう音、’'１の、並の、段打二のまくこ
で学なたとと諾のあ観、４＃ゆ翁ヅド松か作位４Ｍ）並、

嚇し:AlijW1l鮴iiiｉｆ,i;スゼノ：Ｅ然犬.'1ゼミ
、、、能Ｉ）のさのテ路並、事’１躰移、

雛聡iiiii鰍臓w,鰍胸誌;(：
瀬議蛎lIijiliEI1糊蕊続湖;ｾﾞｾ灘
れでのれ多ｌﾘ１並のの、、の、開けＩ）始はい物〈、
るあ旗、〈だ外稗所途さ二三’二１合だ、終や佃狂らゐ
・つ能原、がク、、Ｉｌ１し字つ脇の家人、し、にへる
たに本1Ａ、セヤ打よに、の之リｉ後か祝物荊|Ｉあ並は

鍬践燃!:i}｝臓織
艫織系閲雌ビド'(館''1税'輔ノィ(丈j1j
に説立ｉｉｉｂ．ｌｊｉ、リｊェくく事並起せ平面セ、字る

ＩｉＭ鏑ヌーか,,Ｕ、之青鯛と１，にか大よりまう
、太、リトリ、一爪の稲調とに１：な、

ざ多えめｌ１１ＩＩｉつへ．ｆ能打Ih-リト、/〔ヘ様Ｉ）１１１１１）た
れいてて花ゆし１１１１糾かの管、１'１つり類謡１，．ふひ
てのも総仏Ｉ）謡灘とけ二之礼打'１イ『、々鼓Ｉ）しつ

４
昭
和
十
八
年
長
岡
淳
子
写
「
筐
秘
集
」
半
紙
卒
一
冊

内
題
副
筐
秘
集
外
題
座
筐
秘
集

原
盤
布
Ⅱ
地
浅
黄
色
衣
紙
（
・
一
汀
．
こ
×
一
八
・
一
樋
）
。
左
Ｍ
隆
形
腿

簸
。
本
文
料
紙
は
灘
蝿
紙
仙
川
。
岡
孤
に
Ⅱ
録
と
付
す
。
聡
付
、
Ⅲ
十

Ⅶii;縣麟$鰯N騨過
飛騨弥にるじさヲ〆火あり。茶藻和

:'１'鮒上統：艘辨'M;ガ'1蝋jli鮭土
のはい派で：；に野↑iirソj：右付料紙艸年
役江たのの！|’際昭々１１『｜協此五紙会楠

躯灘艘艸；,,Ⅱ烏炎ｔｌｉ{,(紐

1瀞繊ｉ
はは奥親多た喜迎冊梅と|}Ｍあ゜繍一
野１ﾘ］書が峡滅多は＃'１ｉＩドｌ）各散IlH
々治に常に１１１術］ｌｉｉＭｉヲ．Tら
村Ｉ見Ｉ１波ＵＩｊの三（ＩＩＬｆＩｉ名濃表し
ⅡliillHえ頃る」U［も毛氏□付緑に艇

⑪ 
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四
丁
。
各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
茶
色
角
裂
あ
り
（
下
部
破
損
）
。

【
奥
書
】
此
筐
秘
集
は
野
村
家
傳
書
写
本
に
依
り
〆
長
岡
淳
子
嬢
に
依

頼
し
謄
写
せ
し
も
の
也
／
嬢
た
ま
ノ
ー
病
を
お
し
て
是
を
完
成
す
／
修

正
は
小
林
静
雄
氏
の
好
意
に
依
る
／
／
昭
和
十
八
年
八
月
楠
川
正
範

【
内
容
】
全
体
が
四
つ
の
伝
諜
か
ら
成
っ
て
い
る
金
剛
流
の
雑
伝
書
。

①
は
本
書
書
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
麓
秘
集
」
で
、
翁
な
ど
を
陰
陽

説
・
神
道
説
に
拠
り
説
明
し
た
も
の
。
本
部
分
の
最
後
に
次
の
奥
替
を

付
す
。

天
地
弁
発
句
季
音
声
耳
に
有
是
に
應
対
し
て
遊
／
を
擁
と
い
ふ
我

朝
忠
四
流
中
に
も
金
剛
の
一
家
無
師
／
無
流
秋
句
梨
音
の
感
し
声

に
随
ふ
て
無
終
前
代
ノ
の
Ⅱ
師
と
成
此
流
家
秘
事
を
傳
授
し
て
家

の
規
矩
〆
〆
普
集
猶
亦
兼
孜
の
要
々
を
普
添
人
の
不
知
を
以
て
エ
ゴ
筐

秘
集
と
／
稲
美
す
る
〆
も
の
な
り

②
は
冒
頭
に
猿
楽
起
源
説
な
ど
を
加
え
た
各
仙
ご
と
の
伝
書
で
、
内

容
は
風
体
・
装
束
・
灘
事
・
働
事
・
他
流
と
の
差
異
な
ど
多
岐
に
渡
る
。

六
十
二
曲
所
収
。

③
は
各
曲
ご
と
の
伝
書
の
後
に
、
嚇
子
事
・
五
音
な
ど
諸
説
を
加
え

る
。
所
収
曲
は
②
に
比
べ
て
菰
い
習
い
が
多
い
。
十
曲
所
収
。
本
部
分

の
最
後
に
次
の
奥
書
を
付
す
。

千
崎
享
保
八
年
葵
卯
七
月
日
／
〆
野
村
輝
正
（
花
押
）
／
（
丁
を
変
え

る
）
／
右
此
普
為
者
金
剛
一
流
之
家
博
野
村
氏
之
秘
章
也
〆
粗
亦

愚
親
窺
所
稽
之
加
一
件
使
撰
集
之
以
金
／
植
之
為
摘
要
而
巳
綴
〆
誉

元
文
五
庚
申
季
／
夷
則
初
六
年
〆
野
村
輝
政
次
男
／
多
同
性
保
道

④
は
特
殊
演
出
に
関
す
る
秘
事
。
江
戸
後
期
に
実
際
に
演
じ
ら
れ
た

５
書
写
年
不
明
「
能
楽
聞
書
」
中
型
横
本
一
冊

内
迦
杣
能
楽
間
書
外
題
”
能
楽
間
書

原
装
薄
茶
色
表
紙
（
二
一
一
・
五
×
一
九
・
八
櫛
）
。
左
肩
金
筋
散
ら
し
長

形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
冒
頭
に
目
録
を
付
す
ｃ
各
丁
表
左
下
に

丁
付
。
墨
付
六
十
四
丁
。
添
紙
と
本
文
一
丁
目
に
楠
川
氏
の
蔵
諜
印
あ

り
。
「
能
楽
聞
脅
全
」
の
小
口
晋
あ
り
。
機
緑
色
角
裂
あ
り
。

【
奥
書
］
本
文
一
丁
目
に
「
時
は
弘
化
三
丙
午
年
五
月
永
井
」
。

【
内
容
】
金
剛
流
と
思
わ
れ
る
雑
伝
書
。
記
述
は
舞
事
を
中
心
と
し
た

減
出
注
記
が
殆
ど
で
あ
る
。
曲
に
よ
り
動
き
方
を
示
し
た
図
や
舞
台
図

を
入
れ
、
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
は
弘
化
頃
の
成
立

と
考
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
が
、
書
名
に
「
能
楽
」
を
用
い
て
い
る

の
で
、
書
写
・
編
纂
さ
れ
た
の
は
明
論
以
降
で
、
装
丁
な
ど
か
ら
桶
川

氏
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

年
月
日
が
記
述
さ
れ
て
い
る
筒
所
も
あ
る
ｃ

６
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
三
地
廼
枝
乎
利
」
半
紙
本
一
冊

内
題
亜
三
地
廼
枝
乎
利
外
題
叩
な
し

原
装
薄
茶
色
表
紙
｛
二
五
・
八
×
一
八
・
○
籾
）
。
題
嬢
な
し
。
本
文
料

紙
は
楮
紙
。
冒
頭
に
目
録
を
付
す
。
全
丁
表
左
下
に
丁
付
。
墨
付
四
十

一
丁
。
「
道
の
し
ほ
り
」
と
小
口
書
あ
り
。
濃
緑
色
角
裂
あ
り
。
本
文

二
十
丁
目
に
「
金
剛
氏
善
著
述
誰
美
知
能
志
遠
理
（
蔵
書
印
）
｜
と
あ
る
。

【
奥
書
】
本
書
は
本
来
二
つ
の
書
か
ら
成
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
二
箇

所
に
奥
書
が
あ
る
。
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７
書
写
年
不
明
「
従
唄
一
調
記
」
半
紙
本
氾
川

内
趣
》
な
し
外
題
血
従
唄
一
調
記

原
装
白
緑
色
表
紙
（
一
二
・
一
×
一
六
・
一
一
櫛
）
。
左
一
屑
金
箔
散
ら
し
長

形
迦
篭
ご
本
文
料
紙
は
楮
紙
・
墨
付
九
Ｊ
ご
添
紙
と
本
文
一
丁
目
に
楠

川
氏
蔵
書
印
あ
り
。
白
地
角
裂
あ
り
。

〈
１
八
丁
裏
〉

右
者
明
治
十
二
年
正
論
改
定
之
〃
分
之
ト
雌
モ
ゴ
父
常
二
教
之
詞
ニ
モ

救
柳
ニ
テ
カ
患
意
ヲ
モ
添
ヘ
ニ
ア
ジ
ド
ウ
ノ
示
傳
ニ
モ
成
へ
キ
荷
ト
普

誌
シ
置
突
な
ら
す
へ
得
て
か
き
あ
つ
め
た
る
藻
塩
艸
〆
い
か
ふ
と
人

の
と
は
、
と
ふ
ま
て
〆
明
治
十
二
年
三
月
五
日
金
剛
氏
善
述
改
之

同
直
善
述

〈
岐
終
丁
〉

維
新
明
楡
卜
．
一
年
三
月
汀
Ⅱ
金
剛
氏
灘
識
普
〆
金
剛
縦
写
之

【
内
容
］
翁
関
連
・
起
源
説
・
櫛
出
事
項
作
り
物
や
小
道
具
に
つ
い

て
・
金
剛
鵬
の
歴
史
な
ど
様
々
な
も
の
を
集
め
た
雑
伝
替
。
奥
耕
な
ど

か
ら
推
測
し
て
、
原
本
は
氏
糠
の
耕
述
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
剛
鱗
が

後
年
冊
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
全
体
は
．
袖
で
あ
り
、
本
の
装
丁

が
桶
川
氏
什
写
本
と
何
．
な
の
で
、
楠
川
氏
が
縦
件
堺
本
を
写
し
た
と

ど
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
Ⅱ
録
後
に
以
卜
の
序
が
あ
る
□

府
打
明
論
沁
年
復
古
改
庇
ス
ル
腿
ノ
翁
弍
ナ
リ
弗
流
二
於
テ
古

米
神
道
ノ
翁
典
．
一
両
ノ
翁
卜
．
ｆ
一
一
体
の
州
仰
ナ
リ
依
と
Ⅳ
上
化

謡
改
定
ス
行
者
慎
而
可
動
左
二
勝
悉
秘
訣
ヲ
狐
Ⅱ
誌
躯
維
牌
明

治
十
二
年
三
月
吉
日
金
剛
氏
善

９
書
写
年
不
明
能
伝
書
写
し
三
枚

薄
葉
紙
使
用
ご

【
内
容
］
楠
川
氏
自
身
が
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
伝
普
の
断
簡
で
、
二

種
類
か
ら
な
る
。
一
つ
は
禅
竹
の
「
爪
音
十
体
一
の
１
体
鋭
の
写
し
で

あ
る
。
記
述
の
仕
刀
か
ら
推
測
し
て
、
「
朧
伝
抄
」
か
ら
の
写
し
の
よ

８
聾
写
年
不
明
伝
誓
写
し
二
種
三
枚

内
題
”
な
し
外
越
汕
な
し

Ⅶ
九
・
六
×
．
Ｌ
・
而
榔
（
一
つ
折
）
，

【
内
祥
］
「
宗
跡
ノ
袖
と
ト
ー
巻
ノ
巾
一
二
と
一
心
典
戌
深
染
ノ
中

二
」
の
二
桃
の
写
し
か
ら
な
る
。
伽
打
は
一
宗
崎
袖
ト
」
の
「
秦
氏
ノ

鞭
ハ
…
一
の
一
条
の
写
し
。
後
謝
は
原
典
不
明
。
内
容
は
「
心
」
の
人

辮
を
解
く
一
条
、
我
を
捨
て
て
習
う
大
邪
を
脱
ぐ
一
条
、
「
化
」
の
蝉

え
と
和
歌
七
首
を
含
む
一
節
か
ら
成
る
。

［
奥
替
］
右
此
諜
者
金
剛
代
々
為
秘
事
一
子
外
不
教
之
従
父
勝
及
、

傳
迦
記
者
也
尤
可
秘
々
〆
元
禄
十
四
辛
巳
七
月
下
旬
金
剛
太
夫
久

明
（
花
押
｝
享
保
五
年
子
二
月
吉
日
金
剛
太
夫
久
則
（
花
押
言
野
村

八
郎
兵
衛
殿
／
同
八
太
郎
殿

【
内
容
］
騨
子
事
に
関
す
る
秘
伝
書
。
「
４
同
様
に
、
楠
川
氏
が
野
村

家
伝
来
の
書
物
を
杏
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
項
制
は
以
下
の
述

り
こ

従
唄
一
調
之
事
・
挺
一
管
Ⅲ
之
邨
一
綱
蝉
の
伽
土
噸
打
切

従
唄
一
調
鼓
併
付
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Ⅱ
書
写
年
不
明
雑
伝
誓
写
し
十
八
枚

二
種
類
の
楮
紙
使
用
。
虫
食
い
が
激
し
く
、
一
部
焼
失
。

【
内
容
】
江
戸
期
に
流
布
し
た
伝
脅
し
様
々
な
伝
諜
の
写
し
で
、
ど
の

系
統
の
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
虫
食
い
・
焼
け
跡
な
ど
が
あ
り
、

甚
だ
状
態
が
悪
い
。
内
容
は
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
作
之
面
之
事
・

諸
流
の
字
の
当
て
方
・
謡
・
ク
セ
の
字
の
当
て
方
・
三
段
の
次
第
に
つ

い
て
・
脇
能
に
つ
い
て
・
遠
近
の
拍
子
の
事
・
十
二
調
子
・
時
の
訓

旧
書
写
年
不
明
実
鑑
抄
系
伝
書
写
し
八
枚

青
罫
線
入
用
紙
。
墨
付
六
枚
、
和
装
に
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
。

【
内
容
］
実
鑑
抄
系
と
思
わ
れ
る
伝
瞥
の
写
し
。
冒
頭
に
－
１
十
体
の
大

略
」
と
し
て
「
祝
言
・
幽
玄
の
心
・
恋
慕
の
心
・
哀
傷
の
心
・
神
祇
の

心
・
釈
教
の
心
・
無
常
の
心
・
述
懐
の
心
・
田
夫
野
人
の
心
・
近
常
の

心
」
を
各
体
の
解
説
付
で
挙
げ
る
。
内
容
は
筏
井
本
一
壜
実
鑑
抄
』
に
あ

る
「
十
鉢
之
事
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
浅
井
本
に
あ
る
和
歌
な

ど
は
本
諜
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
他
は
宮
増
弥
左
門
道
歌
（
鳩
山

文
庫
「
宮
増
鼓
道
歌
」
所
収
）
や
世
阿
弥
仮
託
の
道
歌
な
ど
を
挙
げ
る

ほ
か
、
謡
・
雛
子
の
記
事
が
若
干
加
え
ら
れ
て
い
る
。

う
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
出
典
不
明
の
記
事
で
あ
り
、
「
酒
淫
の
二
つ

を
つ
つ
し
み
身
を
強
ク
し
て
世
事
を
深
く
心
に
と
め
す
朝
先
餅
を
一
つ

焼
て
食
し
ふ
段
の
飯
ハ
過
ぬ
種
た
ら
ぬ
程
し
た
図
め
か
ら
き
物
を
禁
し

…
」
の
よ
う
に
能
役
者
の
日
常
の
心
構
え
や
稽
古
論
を
纏
め
た
一
条
で

あ
る
。

四
付

〔
能
〕

［
写
本
］

《
観
世
流
》

１
明
治
四
十
二
年
写
「
能
辮
惑
大
全
」
大
本
五
冊

内
題
》
能
辮
惑
大
全
二
巻
～
五
巻
｝
外
題
一
能
辮
惑
大
全

原
装
白
緑
色
表
紙
（
壷
七
・
四
×
一
九
・
七
櫛
）
。
中
央
金
箔
散
ら
し
長

形
題
策
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
片
面
十
一
行
。
全
冊
各
丁
表
左
下
に
丁

付
あ
り
。
墨
付
ご
巻
］
六
十
一
丁
［
一
一
巻
］
三
’
八
丁
「
三
巻
］

四
十
丁
［
四
巻
］
四
十
一
丁
［
冗
巻
］
二
十
八
丁
。
一
巻
に
序

一
元
丈
五
年
橘
泉
堂
了
総
月
録
、
各
巻
に
目
録
を
付
す
。
全
川
添
紙

と
本
文
一
丁
目
に
楠
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。
各
冊
「
能
辮
惑
人
全
二
～

五
）
」
の
小
口
懇
あ
り
》
薄
紺
色
町
裂
あ
り
。

【
奥
普
］

石
巻
］
大
友
信
安
書
之

［
二
巻
］
な
し

［
三
巻
」
明
治
四
十
戚
年
二
月
鰯
之
が
大
友
信
安

［
四
巻
］
（
本
文
末
）
右
此
百
番
者
本
文
之
た
め
に
仮
に
鍍
嘔
別
ハ

師
に
随
て
出
入
翫
ひ
絵
ハ
、
／
本
懐
な
ら
む
（
巻
末
）
明

治
四
十
威
年
一
月
篇
之
〆
大
友
信
安

［
五
巻
］
撰
述
高
田
平
七
／
元
文
五
年
庚
申
冬
／
綏
能
辮
惑
大
全
巻

子
・
翁
に
つ
い
て
・
舞
台
図
及
び
寸
法
な
ど
が
あ
る
。
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《
金
春
流
》

２
轡
写
年
不
明
「
流
外
仕
舞
付
」
小
珊
横
本
．
冊

内
題
吋
流
外
仕
灘
付
外
題
皿
流
外
仕
雛
付

原
装
水
色
表
紙
（
一
○
・
七
×
一
六
・
Ｌ
ハ
糎
）
。
左
肩
長
形
題
篭
。

料
紙
は
薄
莱
紙
。
冒
頭
に
目
録
を
付
す
。
各
Ｉ
表
左
上
に
丁
付
．

之
五
終

【
内
容
】
沁
文
汀
年
刊
一
能
辮
惑
大
余
」
の
忠
実
な
が
し
。
水
耕
は
観

枇
流
の
仕
聯
付
で
、
百
十
二
曲
の
型
付
か
ら
成
り
、
五
巻
末
に
仕
舞
秘

伝
を
付
す
。
奥
諜
に
は
大
友
信
安
（
明
治
・
大
正
期
の
ワ
キ
高
安
流
の

役
者
）
が
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
の
装
丁
が
桶
川
氏

書
写
本
と
同
一
な
の
で
、
楠
川
氏
が
大
友
書
写
本
を
写
し
た
可
能
性
が

』
Ｍ
ｎ
い
Ｃ

料
紙
は
薄
莱
紙
。
冒
頭
炉

五
十
七
丁
。
奥
普
な
し
。

［
Ⅲ
Ⅱ
］
御
裳
搬
吉
野
碇
潜
初
雪
升
占
鶏
龍
川
嫡
瓜

愛
染
川
府
船
現
代
鶴
紘
祇
服
砿
艮
雑
化
Ⅲ
蛾
迦
氷
窄

噸
政
牧
磯
半
弥
榔
枝
鞍
馬
天
狗
絃
化
小
殿
端
作
栄

鉢
水
阿
洲

【
内
容
】
〈
歌
占
〉
に
「
竹
川
宏
得
」
、
〈
半
雛
〉
に
一
安
住
」
の
名
が
几

え
る
の
で
金
春
流
の
仕
舞
付
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
末
期
～
明
治
初
期
の

書
写
と
考
え
ら
れ
る
二

大
正
十
年
吾
有
斎
写
「
金
剛
流
仕
舞
」
小
墹
枇
本
．
Ⅲ

本
文

鵠
付

内
越
辨
金
剛
流
仕
灘
外
題
叩
金
剛
流
仕
灘

原
装
白
緑
色
表
紙
（
．
・
・
弧
×
一
流
・
し
梅
｝
・
左
旧
金
筋
散
ら
し
及

形
迦
篭
。
本
文
料
紙
は
瀞
葉
紙
。
岡
頭
に
Ⅱ
録
を
付
す
．
片
Ⅲ
七
行
Ⅱ

各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
蝿
付
八
十
二
丁
。
緑
色
角
裂
あ
り
。

【
曲
目
］
高
砂
鶴
亀
西
王
〃
猩
々
田
村
八
局
竹
生
島

敦
磯
経
政
俊
成
忠
度
箙
杜
若
羽
衣
熊
野
松
風
東
北

玉
葛
蝉
丸
網
之
段
（
桜
川
）
蒋
知
烏
鐵
輪
阿
濟
黒
塚

女
郎
花
野
守
歌
占
鑓
上
紅
蝿
狩
山
姥
放
下
側
縦
ノ
段

｛
汁
刈
）
砿
ノ
段
（
海
人
）
融
耶
聯
火
鼓
舟
橘
殺
化
和
昭

洲
安
宅
処
我
愈
樋
太
妓

【
奥
艸
］
大
正
十
年
初
夏
普
右
斎
井
（
印
）

【
内
容
］
名
曲
の
謡
の
み
を
紀
救
し
て
お
り
、
型
な
ど
の
普
入
は
な
し

目
録
の
次
に
舞
台
図
を
載
せ
る
。

４
昭
和
十
六
年
楠
川
正
範
写
「
鷺
ノ
象
附
傳
誓
」
中
型
横
本
》
冊

内
迎
い
な
し
外
題
叩
鷺
ノ
象
附
似
沸

仮
綴
水
（
九
・
六
×
為
し
．
Ⅲ
糊
）
。
本
文
料
紙
は
灘
蝿
紙
使
Ⅲ
。

【
奥
俳
］
此
形
付
ハ
川
桁
八
年
中
州
勅
ダ
ル
塵
什
写
シ
峡
山
川
桁

十
二
年
’
一
月
三
Ⅱ
金
剛
黍
一
郎
商
付
殿
昭
和
十
Ｌ
ハ
年
盛
夏
が

正
範

【
内
容
］
〈
鷺
〉
の
灘
事
の
唱
歌
・
仕
舞
付
、
諸
役
、
装
束
付
を
纏
め
た

も
の
。

５
書
写
年
不
明
「
奥
習
離
子
形
附
」
中
型
横
本
二
冊
｛
犬
・
地
）
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７
書
写
年
不
明
長
沢
署
名
〈
大
蛇
〉
型
付
中
型
横
本
一
冊

内
題
“
大
蛇
外
題
』
な
し
（
表
紙
な
し
）

仮
綴
本
一
五
・
四
ｘ
一
九
二
糎
）
。
本
文
科
紙
は
楮
紙
使
用
。
墨
付

四
丁
。
奥
書
な
し
。
一
丁
目
右
下
に
「
武
澤
」
の
署
名
。

【
内
容
】
墨
書
さ
れ
た
く
大
蛇
〉
の
詞
章
の
横
に
型
を
朱
書
し
た
も
の
。

流
派
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
金
剛
流
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

６
書
写
年
不
明
桶
川
正
範
写
「
楽
型
付
」
小
型
横
本
一
Ⅲ

内
題
坤
楽
型
附
笛
森
田
流
二
丁
目
）
楽
型
附
笛
一
哨
流
（
五
丁

目
）

外
題
叩
金
剛
流
楽
型
付
茂
森
田
流
相
手
黍
ノ
ー
噌
流
相
手

仮
綴
本
（
八
・
一
×
一
二
・
二
糎
）
。
本
文
料
紙
は
薄
葉
紙
。
は
じ
め
四

丁
分
の
み
表
右
下
に
丁
付
あ
り
。
墨
付
九
丁

【
内
容
】
笛
の
唱
歌
に
金
剛
流
の
型
を
朱
書
し
、
加
え
た
も
の
。
本
文

縦
書
き
達
前
半
四
丁
が
森
田
流
、
後
半
五
丁
が
一
哨
流
。

【
曲
目
】
｛
天
の
巻
］
頼
政
定
家
砧
卒
都
婆
小
町
［
地
の

巻
］
梅

【
内
容
］
詞
章
の
一
節
を
墨
脅
し
、
そ
の
下
に
型
を
朱
普
す
る
仕
雛
付
。

金
剛
流
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ご
昭
和
初
期
の
諜
写
と
思
わ
れ
る
。

紙
に
桶
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。

内
題
亜
な
し
外
題
亜
奥
習
離
子
形
附

原
装
白
緑
色
表
紙
（
一
三
・
四
×
一
九
・
六
櫛
）
。
中
央
金
箔
散
ら
し
長

形
題
鑛
。
墨
付
「
天
」
二
十
》
丁
［
地
］
四
丁
。
奥
書
な
し
。
各
冊
添

《
脇
方
高
安
流
》

巾
書
写
年
不
明
「
高
安
脇
鷲
永
集
」
中
型
横
本
二
Ⅲ

９
仕
舞
付
書
付
・
断
簡
三
十
九
点

仕
舞
付
の
諜
付
な
ど
を
一
括
す
る
。
大
方
金
剛
流
の
も
の
と
思
わ
れ
、

実
際
舞
台
で
演
じ
ら
れ
た
時
の
日
付
な
ど
を
付
す
も
の
も
多
い
。

【
内
容
】
小
鍛
冶
（
金
剛
白
頭
昭
和
十
一
年
七
月
橋
本
熊
三
郎
附
｝

小
鍛
冶
（
白
頭
若
葉
会
右
京
先
生
）
高
砂
（
昭
和
十
五
年
二
月
三
日

金
剛
会
）
芦
刈
頼
政
（
藤
井
記
入
、
観
世
型
と
思
わ
れ
る
）
頼

政
（
昭
和
十
八
年
九
月
Ⅱ
四
日
大
阪
朝
日
主
催
五
流
能
ニ
テ
動
メ
シ

型
）
実
盛
（
昭
和
廿
一
年
五
月
｝
経
政
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
京
都

型
）
朝
長
（
昭
和
二
十
一
年
六
月
京
都
型
｝
西
王
母
花
川
安

宅
放
下
僧
卒
梛
婆
小
町
（
鋒
聡
子
観
世
流
｝
卒
都
婆
小
町
（
舞

聯
子
昭
和
四
十
一
年
十
月
観
世
流
）
石
橋
（
綾
狸
之
式
技
獅
子
ノ

型
）
高
砂
錦
木
小
鍛
冶
（
白
頭
。
昭
和
二
十
一
年
室
町
型
〈
十
Ⅱ

五
日
金
剛
繭
々
会
の
時
の
型
だ
と
思
わ
れ
る
〉
）
加
茂
（
巷
装
束
）
玉

葛
羽
衣
（
合
）
翔
（
組
落
）
羽
衣
（
和
合
）
翔
（
組
落
）
善
知
烏

（
カ
ヶ
リ
入
）
砧
（
離
子
）
景
清
砧
熊
坂
葵
上
芦
刈
敦
艦

弱
法
師
清
経
（
ツ
レ
）
木
曽
大
鼓
二
段
ノ
舞
井
筒
古
比
之

舞
殺
生
石
（
女
体
金
剛
右
京
附
弓

８
楠
川
正
範
筆
「
砧
仕
舞
手
附
」
十
四
枚
（
ホ
ッ
チ
キ
ス
ど
め
）

青
罫
線
入
メ
モ
用
紙

【
内
容
】
〈
砧
〉
の
謡
を
ペ
ン
写
し
、
そ
の
間
に
型
を
朱
背
し
た
も
の
。
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７１捕川文庫蔵iIFIl録(Ⅱ解迦
内
題
三
ｋ
巻
）
繍
水
災
（
下
巻
）
鷺
水
外
題
》
岡
安
脇
髄
水
柴

原
装
白
緑
色
表
紙
（
一
三
・
四
×
一
九
・
八
榔
）
。
左
呵
金
箔
散
ら
し
健

形
題
策
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
各
巻
冒
頭
に
Ⅱ
録
あ
り
》
片
面
十
五
行
。

各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
墨
付
戸
止
巻
」
八
十
一
丁
［
下
巻
］
八
－
一

丁
。
各
冊
添
紙
と
本
文
一
丁
目
に
楠
川
氏
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
各
巻

「
鴬
永
集
」
の
小
口
書
あ
り
。
各
冊
角
裂
あ
り
。

［
奥
瞥
】
［
止
巻
］
凡
婆
者
家
々
之
以
流
〆
儀
為
婆
也
余
目
蛍
歳
“
遊

測
安
門
伽
坂
Ⅱ
杭
耳
以
學
家
博
之
蕊
噸
習
得
典
拠
儀
也
故
委
件

於
此
家
法
仙
綱
と
翌
術
而
以
為
翼
巻
迦
と
勝
赫
永
側
也
打
画
好

以
伎
蕊
若
川
欲
分
明
仰
と
而
耳
［
下
巻
］
井
桐
軒
後
藤
氏
〆
良

忠【
曲
目
］
［
上
巻
］
高
砂
難
波
弓
八
幡
老
松
賀
茂
竹
生
嶋

白
髭
呉
服
嵐
山
氷
室
放
生
川
養
老
大
社
金
札
白

楽
天
繭
玉
母
田
村
八
嶋
箙
忠
則
頼
政
兼
平
朝
長

道
艦
世
鵬
敦
盛
恒
政
知
章
東
北
芭
蕉
江
川
野
々
宮

艸
筒
定
家
松
風
湯
谷
千
代
夕
顔
ｆ
蔀
采
女
佛
原

六
棚
秤
願
が
峨
捻
愉
皿
浮
川
Ｒ
燭
迦
小
町
卒
郁
盤

班
女
二
人
筋
上
Ⅱ
野
榊
巽
樅
Ⅲ
花
に
汀
刀
弍
艸
が
桜

川
梅
枝
耐
ｆ
太
鼓
源
氏
供
養
小
原
御
幸
羽
衣
杜
若
圏

城
三
輪
龍
Ⅲ
遊
行
柳
西
行
機
雲
林
院
小
塩
天
鼓
Ⅲ

郷
唐
船
雨
月
木
賊
烏
頭
膿
戸
寵
太
鼓
阿
漕
鵜
飼

女
郎
花
花
月
東
岸
居
士
放
下
偶
野
守
舟
橋
芦
刈
安
宅

盛
久
小
幡
最
澗
山
姥
錦
木
松
虫
海
士
融
撒
麻

絃
上
俊
蝿
歌
占
大
仏
供
錐
道
明
寺
図
柄
鏑
旭
殺
生
洞

鞍
馬
天
狗
足
界
噸
仙
大
会
存
日
馳
神
熊
奴
舎
利
夜

蝸
項
羽
月
寓
殿
猩
々
祝
言
野
流
心
得
［
下
巻
］
（
三
之

巻
）
和
布
刈
玉
井
皇
帝
感
陽
宮
楊
批
妃
側
寺
小
町
鶴
鵡

小
町
柏
崎
角
田
川
自
然
居
士
銚
輪
縢
榮
鉢
木
七
騎
落

船
弁
慶
禅
師
曽
我
飛
雲
大
江
山
織
待
（
金
）
蟻
通
春
榮

松
山
鏡
現
在
鵺
小
鍛
冶
鳥
追
船
雷
電
調
伏
曽
我
谷
行

黒
塚
葵
化
紅
葉
狩
土
蜘
望
月
石
橋
（
鷲
永
終
何
追
加
）

職
脇
箭
取
悩
鼓
愛
染
川
羅
生
門
境
風
迫
成
寺
張
良

乱［
内
容
］
脇
方
向
安
流
の
仙
郷
付
。
併
ヴ
年
不
明
で
あ
る
が
、
脱
水
は

江
戸
後
期
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
本
避
下
巻
は
鴻
山
文
庫
蔵
「
瀧

水
化
傳
集
」
（
付
七
一
．
）
の
内
、
三
巻
（
内
追
加
巻
分
を
除
く
）
・
全
と
何

文
庫
蔵
「
鷲
永
集
」
（
付
一
四
七
）
の
三
冊
を
ま
と
め
た
内
容
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
「
鷲
水
集
」
の
巻
末
に
あ
る
位
付
も
同
一
で
あ
り
、
尚
安

家
系
図
は
朱
で
加
え
ら
れ
て
い
る
（
朱
は
楠
川
氏
の
手
と
思
わ
れ
る
）
。

本
将
上
巻
に
対
応
す
る
本
は
鴻
山
文
脈
に
は
な
い
が
、
下
巻
の
Ⅱ
録
に

「
．
．
と
巻
一
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
一
、
二
巻
を
ま
と
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
衣
紙
は
耐
水
と
同
．
で
あ
る
の
で
、
二
Ⅲ
に
終
え

た
の
は
楠
川
氏
で
あ
ろ
う
。

［
刊
本
］

《
宝
生
流
》

Ⅱ
昭
和
三
年
わ
ん
や
書
店
刊
「
宝
生
流
仕
舞
正
本
（
型
附
篇
・
奥

書
こ
中
型
横
本
一
Ⅲ
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7２ 

〔
笛
〕

［
写
本
］

《
森
田
流
》

吃
天
明
六
年
青
地
茂
左
衛
門
写
森
田
流
「
笛
譜
」
中
型
横
本
一
冊

内
題
》
な
し
外
題
三
打
付
）
笛
譜
森
川
流

原
装
刷
毛
目
模
様
肌
色
表
紙
（
一
四
・
○
×
二
一
・
一
糎
）
ご
題
篭
な
し
。

左
肩
に
「
笛
譜
森
旧
流
」
と
墨
書
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
三
十

三
Ｊ
。

【
奥
書
］
［
十
六
丁
裏
（
狂
言
の
部
の
妓
後
三
石
之
一
番
森
川
流
従
石

井
平
三
郎
〃
金
柑
傅
記
之
置
者
也
／
〆
天
明
六
両
年
卯
月
中
旬
改
之

［
最
終
丁
］
右
弐
三
番
者
森
川
流
之
為
〆
秘
事
従
粟
津
何
某
全
傳
感
受

記
之
者
也
／
天
明
六
丙
年
卯
月
中
旬
“
青
地
茂
左
術
門
／
生
政
（
花
押
）

【
内
容
】
森
田
流
の
笛
唱
歌
集
。
一
部
鼓
の
手
付
を
朱
背
す
る
。
十

六
丁
裏
の
奥
書
に
見
え
る
「
石
井
平
三
郎
」
は
京
都
在
住
の
石
井
流
笛

方
で
、
宝
暦
十
二
年
刊
一
能
訓
蒙
図
彙
」
「
京
阪
分
」
に
名
が
見
え
る

人
物
で
あ
る
。
「
青
地
茂
左
衛
門
」
（
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
～
文
化
三

年
（
一
八
○
五
）
）
は
笛
を
森
Ⅲ
流
石
井
平
三
郎
、
狂
言
を
山
脇
和
泉
、

謡
を
速
水
六
郎
兵
衛
円
齋
に
学
ん
だ
ｃ
素
人
な
が
ら
、
謡
・
狂
言
・
職

内
題
》
な
し
（
破
損
）
外
題
》
宝
生
流
仕
舞
正
本

原
装
宝
字
及
び
五
雲
空
抑
模
様
浅
黄
色
表
紙
二
九
・
九
×
一
八
・
七

糎
｝
。
中
央
長
形
題
篭
一
二
罪
及
び
目
次
の
一
部
が
破
損
。
片
面
十
行
。

百
五
十
頁
。

【
内
容
］
昭
和
三
年
に
わ
ん
や
書
店
刊
行
さ
れ
た
宝
生
流
の
仕
舞
付
集
。

旧
書
写
年
不
明
森
田
流
笛
唱
歌
集
中
本
一
冊

内
題
『
な
し
外
題
血
な
し

仮
綴
本
（
二
一
・
五
ｘ
一
四
・
二
糊
）
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
使
用
。
墨
付

十
二
丁
・
奥
書
な
し
。

【
内
容
］
森
田
流
も
の
と
思
わ
れ
る
笛
唱
歌
集
。
序
ノ
灘
・
中
ノ
舞
・

楽
・
男
擁
・
神
楽
・
渡
り
拍
子
を
所
収
。

子
の
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
青
地
書
写
本
と
し
て
は
狂
言
関
係
資
料

（
野
村
又
三
郎
家
蔵
）
、
「
謡
秘
事
部
袋
」
（
伊
藤
正
義
氏
蔵
、
翻
刻
解
題

が
「
磯
馴
帖
松
風
篇
」
（
和
泉
普
瞳
一
○
○
二
年
）
に
あ
り
）
が
伝
存
す
る
。

青
地
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
磯
馴
帖
」
解
題
参
照
。

本
書
の
項
目
は
以
下
の
通
り
。
調
高
音
中
ノ
高
音
ヒ
シ
ク

高
音
六
ノ
下
カ
ス
ミ
ノ
呂
キ
リ
上
羽
ノ
高
音
ヒ
シ
ク
止
羽

カ
ッ
ラ
ノ
六
ノ
ド
月
物
着
カ
ト
マ
モ
リ
真
乱
序
太
へ
シ

ミ
カ
ヶ
リ
渡
り
拍
子
破
ノ
難
猩
々
ノ
舞
序
ノ
灘
中
ノ
舞

男
聯
神
ノ
灘
楽
神
楽
カ
ッ
コ
早
灘
［
狂
言
ア
イ
シ
ラ

ィ
之
部
］
（
シ
ャ
キ
リ
拝
カ
ッ
コ
カ
ヶ
リ
カ
ク
カ
ク
ラ

末
社
舞
早
笛
狸
）
式
三
番
半
着
八
調
之
ユ
リ
千
歳
初
段

高
高
之
ユ
リ
同
後
段
舞
草
ノ
高
音
之
ユ
リ
夫
婦
之
乎
真
言
之
乎

草
真
言
之
乎
呂
翁
灘
悦
之
平
操
出
し
探
之
段
乎
長

キ
平
短
キ
平
袖
掛
二
Ⅱ
目
篠
川
三
日
日
岡
終
之
段
序
乎

ユ
リ
合
ト
メ

Ｍ
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
氏
写
森
田
流
獅
子
唱
歌
中
型
横
本
一
冊
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旧
轡
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
森
田
流
唱
調
」
大
本
一
冊

内
題
汕
鎌
田
流
咄
制
外
迦
誰
咄
制

仮
綴
本
一
・
一
七
・
八
×
・
几
・
几
糎
）
。
本
文
料
紙
は
桁
紙
使
川
。
鵬
付

十
二
丁
・
奥
杏
な
し
。

【
内
容
］
序
之
舞
・
巾
之
群
・
男
舞
・
神
舞
・
盤
渉
調
・
早
醗
の
森
旧

流
唱
歌
を
墨
書
し
た
も
の
。
米
で
灘
の
型
を
若
干
普
き
入
れ
る
。
桶
川

氏
韮
。

内
題
》
な
し
外
題
”
森
川
流
獅
子
咄
歌

仮
綴
本
二
四
・
五
×
二
○
・
五
極
）
。
本
文
料
紙
は
格
紙
八
削
符
使
川
。

各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
墨
付
七
丁
。
奥
諜
な
し
。

［
内
容
】
「
望
月
獅
子
「
三
獅
子
乱
序
」
「
大
獅
子
」
の
唱
歌
を
八
割
符

に
書
い
た
も
の
。
楠
川
氏
筆
と
思
わ
れ
る
。

帽
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
森
田
流
「
盤
渉
楽
」
中
型
横
本
一
Ⅲ

内
越
坤
竹
森
川
流
盤
渉
楽
古
作
付
外
題
唖
な
し
（
破
柧
｝

・
一
迫
．
・
灯
×
、
几
・
大
糊
ご
衣
紙
は
尤
粂
に
剥
落
。
本
文
料
紙
は
桁
紙

使
川
。
狐
付
八
丁
・
奥
耕
な
し

【
内
容
］
表
紙
は
破
損
し
て
い
る
が
、
三
Ⅳ
と
同
装
丁
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
笛
唱
歌
。
八
割
譜
に
唱
歌
の
み
を
墨
書
し
て
い
る
。
本
書
も
楠
川

氏
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
・

《
｜
噌
流
》

打
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
一
噌
流
「
盤
渉
楽
」
中
型
横
本
一
冊

内
題
叩
怖
一
附
流
撒
渉
楽
外
題
“
盤
渉
楽

服
装
口
緑
色
衣
紙
（
重
一
丁
兀
×
一
九
・
六
糎
）
。
中
央
命
補
人
憧
形
題

篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
殿
付
六
丁
。
奥
餅
な
し
。
添
紙
に
楠
川
氏
蔵

書
印
あ
り
。

【
内
容
］
縮
）
と
装
丁
・
記
述
の
仕
方
が
同
一
の
一
噌
流
盤
渉
楽
の
唱
歌
。

、
）
と
同
時
期
に
楠
川
氏
が
書
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

《
諸
流
混
合
》

旧
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
金
剛
流
舞
も
の
」
巾
捌
枇
水
．
Ⅲ

内
題
率
な
し
外
題
》
金
剛
流
灘
も
の
令

原
装
布
目
地
茶
色
表
紙
（
一
三
・
○
×
一
九
・
三
櫛
）
。
左
、
金
箔
人
災

形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
使
用
。
月
録
を
二
Ｊ
付
す
。
各
丁
表
左
下

に
丁
付
。
墨
付
六
十
七
丁
。
奥
書
な
し
。
添
紙
に
楠
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。

薄
緑
地
角
裂
あ
り
。

【
内
容
】
補
の
唱
歌
集
。
隅
歌
を
蝿
評
し
た
横
に
型
な
ど
を
米
謀
し
て

い
る
箇
所
が
多
い
。
ま
た
神
楽
の
筒
所
に
は
幣
品
の
作
り
方
・
持
ち
力

を
起
し
た
紙
を
挟
み
、
獅
子
（
灯
愉
）
の
簡
所
に
は
古
の
図
と
配
胱
を
起

す
な
ど
、
城
川
躯
噸
の
記
述
も
あ
る
。
装
丁
か
ら
、
桶
川
氏
が
件
が
・

製
本
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
Ｃ
項
目
は
以
下
の
迎
り
。

序
之
舞
（
太
鼓
）
序
之
舞
（
大
小
）
序
之
舞
（
騨
子
ノ
部
）
紅
葉
狩

（
乱
之
序
）
序
之
舞
の
ヲ
ロ
シ
真
之
序
破
懸
中
之
舞
太
鼓
中

之
騨
中
之
舞
（
離
子
の
節
）
松
風
彩
掛
中
之
舞
松
瓜
破
之
舞

熊
野
巾
之
舞
男
雛
安
宅
山
伏
掛
神
舞
哉
鐡
早
灘
樅
早
渉

鼎
灘
鼎
灘
窕
段
窕
早
雛
順
位
犬
女
と
灘
八
女
辨
沿
近
呉

Hosei University Repository



7４ 

［
刊
本
］

《
｜
噌
流
》

卯
昭
和
十
五
年
一
樹
会
刊
二
噌
流
笛
頭
附
」
中
型
横
本
一
冊

内
題
二
噸
流
笛
頭
附
外
題
二
噌
流
笛
頭
附

原
装
布
地
千
草
色
表
紙
二
二
・
八
ｘ
’
九
・
四
糎
）
。
中
央
長
形
題
篭
・

扉
と
本
文
一
丁
目
に
楠
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。
「
一
噌
流
笛
頭
附
全
」

旧
昭
和
四
十
四
年
桶
川
正
範
写
「
神
楽
」
中
型
横
本
一
冊

内
題
坤
［
一
丁
且
笛
一
噌
流
／
神
楽
［
卜
丁
目
］
笛
森
田
流
壜
／
ざ
神
楽

外
題
沖
神
楽

原
装
白
緑
色
表
紙
（
一
三
・
五
×
一
九
・
六
櫛
）
。
中
央
金
箔
散
ら
し
僅

形
題
鑛
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
十
九
丁
。
添
紙
に
楠
川
氏
蔵
書
印

あ
り
。
薄
緑
地
角
裂
あ
り
。

【
奥
書
］
昭
和
四
十
四
年
如
月
〆
正
範

【
内
容
】
八
割
譜
に
唱
歌
を
墨
書
し
、
そ
の
横
に
雛
子
付
や
仕
灘
付
を

朱
書
し
た
も
の
。

服
五
段
舞
働
龍
神
舞
働
舞
働
二
段
国
栖
下
端
三
段
鋒
破

懸
鵜
鼓
段
掛
鵜
鼓
楽
（
森
川
）
企
二
贈
）
冨
士
太
鼓
肺
邸

（
掛
り
）
企
（
空
段
）
森
田
笛
神
楽
（
地
直
り
（
能
ご
全
神
楽
（
段

直
り
（
聡
子
二
破
之
舞
野
宮
破
之
舞
蝉
丸
琵
琶
之
会
釈
清

経
恋
の
音
取
盤
渉
楽
（
森
田
）
全
ご
噌
）
五
段
神
楽
羽
衣
盤

渉
乱
（
森
田
）
全
ご
贈
）
獅
子
稜
狼
之
式
望
月
獅
子
イ

ロ
ヱ
ヵ
ヶ
リ
早
笛
大
漉

〔
大
鼓
〕

［
写
本
］

《
高
安
流
》

翠
書
写
年
不
明
「
高
安
流
大
鼓
手
附
」
袖
珍
本
一
冊

内
題
叩
な
し
外
題
亜
高
安
流
大
鼓
手
附

原
装
栗
皮
色
表
紙
（
二
・
六
×
八
・
○
極
）
。
中
央
長
形
題
篭
。
目
録

二
丁
付
す
。
各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
墨
付
四
十
八
丁
。
奥
書
な
し
。
添

紙
に
桶
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。

【
内
容
】
大
鼓
高
安
流
の
出
事
・
舞
事
・
働
事
に
関
す
る
手
付
・
伝
諜
。

楠
川
氏
筆
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

手
之
種
類
次
第
一
盤
半
越
、
頭
越
、
葛
越
狂
女
越
五

段
越
真
之
一
聾
物
着
、
イ
ロ
エ
立
頭
翔
り
中
之
舞

（
大
小
）
企
イ
ロ
エ
掛
り
序
之
舞
（
大
小
）
男
舞
カ
ツ
鼓

楽
〈
大
小
）
出
端
脇
能
七
五
三
出
端
祈
り
ノ
ッ
ト
下
り

幻
昭
和
十
五
年
一
樹
会
刊
。
噌
流
笛
指
附
集
」
半
紙
本
一
冊

内
題
二
噌
流
笛
指
附
集
外
題
二
噌
流
笛
頭
附

原
装
布
地
千
草
色
表
紙
（
二
五
・
○
×
一
七
・
一
櫛
）
。
中
央
長
形
題
篭
。

扉
と
本
文
一
丁
目
に
楠
川
氏
蔵
書
印
あ
り
。
。
噌
流
笛
指
附
全
」

の
小
口
書
あ
り
。
紙
包
入
り
。

【
内
容
】
出
事
・
舞
事
を
中
心
に
纏
め
た
指
付
集
。
前
本
と
同
じ
表
紙
。

の
小
口
書
あ
り
。
紙
包
入
り
。

【
内
容
］
能
百
六
十
九
番
、
狂
言
六
十
番
所
収
。
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他
《
流
派
不
明
》

剛付
餌
書
写
年
不
明
「
夜
鳥
灘
子
」
半
紙
本
一
冊

録
内
題
亜
夜
胸
離
子
外
題
》
総
金
剛
流
雌
子

恢
Ⅱ
仮
綴
本
（
二
四
・
七
×
一
六
・
九
糎
）
。
水
文
科
紙
は
橘
紙
使
Ⅲ
。
各
丁

峨
表
左
下
に
丁
付
・
墨
付
六
丁
。
奥
書
な
し
。

ｌ
 

仗
【
内
容
］
〈
鵺
〉
前
場
［
サ
シ
］
「
ク
セ
］
以
降
の
詞
毒
婦
に
、
朱
で
離
子

Ⅱ
 

楠
の
手
付
な
ど
を
将
き
入
れ
る
。
鼓
・
太
鼓
の
付
が
混
在
す
る
。
流
派
は

５
不
明
。

７
 

羽
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
高
安
流
大
鼓
手
附
」

小
型
横
本
一
冊

内
題
“
な
し
外
題
叩
岡
安
流
人
鼓
下
附

原
装
、
緑
色
表
紙
（
九
・
四
×
一
三
・
汀
榔
）
。
中
央
金
荊
散
ら
し
腿
形

題
篭
。
本
文
料
紙
は
薄
葉
紙
。
目
次
二
丁
を
付
す
ご
各
丁
衣
左
下
に
丁

付
・
墨
付
五
十
丁
。
奥
書
な
し
。
添
紙
に
楠
川
氏
蔵
普
印
あ
り
。
薄
緑

地
角
裂
あ
り
。
峡
風
の
厚
紙
に
四
配
と
同
置
。

【
内
容
］
前
件
と
ほ
ぼ
同
構
成
の
両
安
流
下
付
・
伝
諜
。
「
脇
能
七
五

》
・
｝
と
川
端
」
の
後
に
「
同
パ
ミ
几
之
川
端
」
が
入
る
点
と
、
岐
後
に
｝

哨
价
譜
・
森
Ⅲ
鮒
譜
を
付
す
点
の
み
が
異
な
る
。
楠
川
氏
飛
。

段働端
神
楽早中
笛ノ
手舞
配大へ

蕊ぜき
il1み神
楽神舞

ム楽盤
些楽渉
野天早
一鼓舞

全
ｌＮｊイ
liilIロ
空エ
ート掛
り})

Ｊ１鋒

〔
小
鼓
〕

［
写
本
］

《
幸
流
》

西
①
大
正
頃
写
「
起
請
文
」
五
種
九
枚

【
内
容
］
大
正
頃
に
書
写
さ
れ
た
「
起
請
文
」
五
種
。
各
枚
の
内
容
は

以
下
の
通
り

一
①
内
迦
叩
岻
蝋
起
論
文
。
本
文
前
に
「
人
正
↑
三
年
１
－
Ⅱ
雄
先
生

二
承
ル
分
一
と
あ
る
。
小
鼓
の
下
付
を
朱
秘
し
て
あ
る
。

函
）
内
題
亜
起
請
文
。
本
文
前
に
「
大
爪
十
五
年
四
Ⅱ
山
上
氏
の
控
を

写
す
／
幸
流
家
之
手
附
金
剛
流
」
と
朱
書
。
本
文
に
小
鼓
の
手

付
が
朱
書
し
て
あ
る
。
本
文
無
章
句
。

③
内
迦
如
派
蝉
起
請
文
。
奥
背
・
年
妃
な
し
。
本
文
に
小
鼓
手
付
が

朱
桃
し
て
あ
る
ｃ
止
祁
余
ｎ
に
「
起
飾
文
Ⅱ
側
湖
北
浅
川
迄

序
犬
ヨ
リ
〆
破
打
切
後
／
急
此
蛎
偽
り
ト
ム
正
ノ
位
二
戻
り
“

跡
ド
ッ
シ
リ
ト
謡
」
と
朱
書
し
て
あ
る
。

⑳
内
題
》
止
尊
起
請
文
ご
奥
書
・
年
記
な
し
。
本
文
に
小
鼓
手
付
が

朱
灘
し
て
あ
る
。

⑤
内
題
四
な
し
。
「
正
城
の
釧
守
．
．
」
の
．
節
に
小
鼓
の
下
付
を
加

え
た
知
Ⅲ
。
Ｍ
顕
に
「
谷
川
幸
次
郎
氏
」
と
拠
諜
《
》
「
谷
凹
弗
次

郎
」
は
大
鼓
石
井
流
・
谷
口
幸
治
郎
二
八
九
三
～
一
九
四
七
年
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

お
＠
昭
和
十
五
年
楠
川
正
範
写
「
正
尊
起
請
文
」
小
鼓
手
付
一
冊

内
題
壺
な
し
外
題
加
な
し
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7６ 

幻
醤
写
年
不
明
「
小
鼓
手
附
大
成
」
中
型
横
本
五
冊

内
題
》
小
鼓
手
附
大
成
外
題
亜
小
鼓
手
附
火
成

原
装
牡
丹
唐
草
模
様
布
地
緑
表
紙
（
一
三
・
三
×
一
八
・
九
糠
）
。
中
央

優
形
題
篭
。
本
文
料
紙
は
桁
紙
使
用
。
全
冊
各
丁
表
左
下
に
丁
付
。
堪

付
〔
｜
］
五
十
三
丁
［
二
］
六
十
八
Ｊ
［
三
］
八
十
五
丁
［
四
］
七
十

五
丁
「
五
］
七
十
丁
。
「
小
鼓
二
～
五
）
」
の
小
口
書
あ
り
。
奥
書
な

し
。
全
冊
添
紙
に
桶
川
氏
蔵
諜
印
あ
り
。
表
紙
と
同
布
地
の
角
裂
あ
り
。

峡
入
言
幸
流
小
鼓
手
附
大
成
」
と
墨
書
さ
れ
た
題
篭
付
。
内
側
に
「
古

洞
舘
蔵
（
「
古
洞
舘
蔵
替
印
｝
」
と
あ
り
｝
ご

【
内
容
］
昭
和
三
年
吉
川
謡
Ⅲ
書
店
刊
一
改
訂
小
鼓
手
附
大
成
』
（
全

八
冊
）
の
写
し
。
忠
実
な
写
し
で
は
な
く
、
一
部
抜
粋
し
て
五
冊
に
ま

と
め
た
も
の
。
内
容
は
拍
子
鑓
に
幸
流
小
鼓
の
手
を
朱
書
し
、
謡
・
そ

の
他
の
手
を
墨
書
し
た
も
の
。

《
流
派
不
明
》

犯
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
秘
録
」
小
型
横
本
一
冊

内
題
》
な
し
外
題
》
秘
録

原
装
簿
鼠
色
表
紙
（
八
・
六
×
一
九
・
七
糎
）
。
金
箔
散
ら
し
長
形
題
篭
。

本
文
料
紙
は
楮
紙
。
目
録
二
丁
付
す
。
墨
付
五
十
八
丁
。
奥
書
な
し
・

写
本
。
赤
罫
線
入
原
稿
用
紙
使
用
。

【
内
容
】
「
起
請
文
」
の
一
部
に
小
鼓
の
手
付
を
朱
書
し
た
メ
モ
書
き
。

本
書
の
封
筒
に
「
昭
和
十
五
年
二
月
／
石
原
氏
蔵
書
二
依
ル
也
」
と
あ

る
つ

［
刊
本
］

《
幸
清
流
》

犯
昭
和
八
年
幸
清
會
刊
「
幸
清
流
手
附
本
」
中
型
横
本
四
冊

内
題
唖
な
し
外
題
叩
幸
清
流
乎
附
本

布
地
薄
茶
色
表
紙
（
一
三
・
五
×
一
八
・
九
糎
）
。
中
央
優
形
題
篭
。
全

冊
「
幸
情
小
鼓
（
一
～
四
）
」
の
小
口
書
あ
り
。
全
Ⅲ
扉
に
楠
川
氏
蔵
諜

印
あ
り
。

羽
明
治
二
十
二
年
金
剛
氏
慧
箪
「
小
つ
賢
み
手
つ
け
」

小
型
横
本
一
冊

内
題
》
な
し
外
題
ご
」
つ
慰
み
つ
け

仮
綴
本
つ
二
・
二
×
一
六
・
一
糎
）
。
本
文
料
紙
は
桁
紙
。
一
丁
目
録

を
付
す
。
墨
付
二
十
一
丁
。
裏
表
紙
に
「
岡
田
蔵
書
一
の
蔵
普
印

【
曲
目
］
雲
林
院
百
繭
柏
崎
江
、
班
女
「
人
前
花
が
た

み
三
井
寺
桜
川
牢
太
鼓
來
岸
居
士
女
郎
花
松
む
し
放

下
僧
（
小
う
た
）

【
奥
書
】
表
紙
に
「
明
治
己
丑
孟
夏
於
樫
窓
襖
書
（
印
〉
〆
小
っ
、
み
下

つ
け
〆
金
剛
氏
慧
（
印
二
と
あ
り

【
内
容
］
謡
の
横
に
ご
く
簡
単
な
手
の
み
を
朱
書
し
た
流
派
不
明
の
手

附
《
》

添
紙
に
楠
川
氏
の
蔵
書
印
あ
り
。

【
内
容
】
聡
子
（
鼓
・
太
鼓
が
中
心
）
の
秘
事
を
ま
と
め
た
書
付
。
朱
で

手
付
・
頭
付
を
付
す
。
楠
川
氏
が
書
写
・
製
本
し
た
も
の
。
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【
内
秤
】
蛎
淌
会
発
行
の
伽
易
な
小
妓
乎
附
災
。

［
刊
本
］

《
金
春
流
》

羽
昭
和
六
～
十
一
年
わ
ん
や
書
店
刊
「
金
春
流
太
鼓
手
附
」

中
型
枇
水
三
冊
（
犬
・
地
・
人
）

内
題
卵
な
し

外
題
恥
金
券
流
太
鼓
手
附
（
天
之
巻
・
地
と
巻
・
人
之
巻
一

名
冊
一
Ｉ
金
券
流
太
鼓
（
天
・
地
・
人
こ
の
小
口
書
あ
り
ｏ
名
Ⅱ
本
文

一
丁
目
に
楠
川
氏
蔵
香
印
あ
り
。
［
天
之
巻
］
茶
色
表
紙
二
二
・
九
×

一
八
Ｌ
ハ
櫛
）
。
昭
和
上
年
再
版
［
地
と
巻
］
紺
色
表
紙
昭
和
十
一

年
Ｗ
版
［
人
と
巻
］
鵬
緑
色
炎
紙
昭
祁
大
作
版

苫再縁ＴＭｎ
写容地惣を篭

之力節掛Ｉｚｌ１｢I大の－角イｉ付･
舞ケ、１１トド鼓太裂衛す本

リ祈空１，．１fト粒鼓(1)あＩｌＩｊｃ文

之,,,ｲﾘ'（']'奥付鮪'し花itlM
真

木羽之lilflql,之中流装奥ｉﾘﾉｆは
序灘船楽ＩｉｒＦとの丁灘一ｌｆｉＷｉ
１ｉｌ」、靴下でなとに蝿

''１締jjlド枕ＩＤＩ櫛」。付峡し蝋］・紙
人側「｜「柵で風。111:付を
来大一助Ⅲｌｉｉｌ、の、。使
序べ段rliil項厚一息鵬Ⅲ
し惣形掛ｌＴ１ｊ紙枚付。

楽Ｉｔｉｌｌ１ＩＩ艇掛は（二１１八添
へ下蔦楽絢lＩ１ｉｑ以１両Ｉに}紙
割ｌ）段楽灘天下衝楠「を
笹羽」,！上女のざ川､二
鋤聯楽掛舞通れ氏一丁

神同打窕Ｉ）て蔵枚分
楽栖合’１リＩ１ｉｌ序･いｉｌｌＥｌｌ付
一下物ｌｉ１ｌ､．]ざ之る印にす

＃りⅣ卜掛U'》'ド・あ一
一羽イ雛上楠｝〕ｌｌＭＩ］
三口ｊ'・ｌｉｉｊｉｑｌＩ掛川“‘し、次
段エとililIl楽氏薄ｌｌＨ二
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８
 

７
［
写
本
］

調
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
謡
曲
拍
子
附
」
半
紙
本
一
冊

内
題
”
な
し
外
題
二
識
曲
拍
子
附

仮
綴
本
（
二
五
・
二
×
一
七
・
二
糎
）
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
使
用
。
墨
付

七
丁
。
奥
書
な
し
。
表
紙
に
「
【
・
房
勿
・
具
三
色
」
と
楠
川
氏
の
将
名
。

【
内
容
］
耐
略
な
間
拍
子
・
離
子
手
付
の
解
説
の
後
に
〈
離
生
門
〉
ク

セ
・
〈
蝉
丸
〉
道
行
・
〈
羽
衣
〉
ク
セ
の
小
謡
を
放
せ
る
。
小
謡
に
は
朱
で

弱
書
写
年
不
明
「
道
成
寺
心
得
」
一
枚

内
魍
”
な
し
外
題
函
道
成
寺
心
得

一
九
・
六
×
五
十
二
・
六
糎
（
八
つ
折
）
。

【
内
容
】
〈
道
成
寺
〉
上
演
に
際
し
て
の
注
意
事
項
を
列
記
し
た
も
の
で
、

「
物
粁
石
艸
流
」
｜
前
拍
子
小
鼓
大
倉
流
」
が
中
心
。
衣
紙
に
一
楠
川

正
範
殿
」
と
あ
る
が
、
禅
写
し
た
人
物
は
不
明
。
楠
川
氏
は
昭
和
．
、
十

二
年
に
〈
近
成
寺
〉
を
披
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
の
心
得
状
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

弧
昭
和
三
年
楠
川
正
範
氏
写
笛
・
大
鼓
手
付
「
太
鼓
楽
・
神
楽
」

小
型
横
本
一
冊

内
題
函
太
．
楽
高
安
大
鼓
一
噌
笛
二
丁
目
）
神
楽
（
四
丁
目
）

外
題
里
噌
流
笛
高
安
流
大
鼓
太
鼓
楽
一
噌
流
笛
大
鼓
商
安
神
楽

仮
綴
本
（
八
・
四
×
一
六
・
一
純
）
《
》
紫
線
入
使
藥
を
使
川
。
墨
付
八
丁

［
内
容
】
繭
の
咄
歌
に
大
鼓
の
手
付
を
米
僻
し
て
加
え
た
も
の
。

〔
離
子
混
合
〕

五
史
料

〔
習
物
目
録
な
ど
〕

［
写
本
］

１
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
観
世
流
小
書
一
覧
」

中
型
横
本
一
冊

内
題
》
小
替
一
覧
外
題
皿
観
世
流
小
替
至
覧

（
一
三
・
○
×
一
九
・
二
糊
）
。
左
阿
金
箔
散
ら
し
僅
形
題
簸
。
本
文
科

犯
離
子
付
書
付
１
瓦
点

離
子
の
手
付
普
付
を
垰
括
す
る
。

【
内
容
］
戸
笛
森
田
流
」
盤
渉
楽
（
寺
井
付
）
神
楽
（
二
点
）
「
笛
一
噌

流
］
盤
渉
楽
三
点
）
中
之
舞
｛
破
掛
り
｝
乱
【
小
鼓
」
放
下
僧

川
村
（
ク
セ
）
鉢
水
（
幸
流
）
神
楽
「
太
鼓
］
羽
衣
（
全
容
盤
渉
）

軌
長
［
そ
の
他
］
三
点

汀
昭
和
八
年
楠
川
正
範
箪
「
金
剛
流
地
拍
子
難
解
全
」
一
Ⅲ

ペ
ン
写
。
ノ
ー
ト
（
二
○
・
二
ｘ
一
五
・
八
糧
）
。
表
紙
に
「
昭
和
八
年

盛
夏
が
金
剛
流
／
地
拍
子
難
解
全
」
と
墨
書
。
目
次
付
。

【
内
容
］
金
剛
流
内
組
百
番
の
拍
子
難
解
箇
所
を
八
つ
割
し
た
も
の
。

Ⅱ
次
に
は
二
百
曲
が
躯
が
っ
て
い
る
が
、
曲
名
の
み
の
紀
峨
も
若
十
含

む
。

直
シ
及
び
離
子
の
手
付
を
付
す
。
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７９楠川文Ni蔵１１$１１録(Ⅱ解題）

３
醤
写
年
不
明
「
金
剛
習
事
扣
」
半
紙
本
一
冊

内
題
》
能
の
秘
事
外
題
》
能
の
秘
事

原
装
浅
菰
色
表
紙
（
一
三
》
・
囚
×
一
六
・
四
糎
）
。
左
府
金
補
散
ら
し
艮

形
題
簸
。
本
文
料
紙
は
緒
紙
。
蝿
付
１
丁
働
各
Ｊ
衣
左
下
に
丁
付
。
戎

２
書
写
年
不
明
楠
川
正
範
写
「
金
剛
流
習
物
扣
」
小
型
横
本
一
Ⅲ

内
越
》
な
し
外
題
”
金
剛
流
習
物
扣

原
装
薄
茶
色
表
紙
（
九
・
○
×
屯
七
・
二
籾
）
。
左
一
肘
金
箱
散
ら
し
腿
形

題
篭
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
各
丁
表
左
下
に
丁
付
ｃ
墨
付
三
十
四
丁
。

奥
書
な
し
。
添
紙
に
蔵
書
印
あ
り
。

【
奥
諜
］
明
治
廿
三
年
一
月
十
五
日
篇

【
内
容
］
金
剛
流
の
名
寄
集
で
あ
る
が
、
「
他
流
斗
之
部
」
「
他
流
郷
吟

之
部
」
や
仙
郷
・
一
綱
な
ど
も
含
む
。
灯
の
奥
仙
Ⅱ
の
他
、
本
文
卜
し
Ｉ

Ⅱ
に
「
明
治
Ⅱ
君
年
｝
Ⅱ
十
八
Ⅱ
ザ
と
蝋
附
く
花
押
こ
と
あ
る
が
、

飛
跡
は
桶
川
氏
の
も
の
に
近
い
の
で
、
川
桁
兵
十
重
平
本
を
雑
に
楠
川

氏
が
後
年
背
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

紙
は
桁
紙
。
各
丁
斐
左
下
に
丁
付
あ
り
。
鵬
付
十
八
Ｊ
・
添
紙
に
蔵
耕

印
あ
り
。
茶
色
角
裂
あ
り
ｃ

【
内
容
】
観
肚
流
の
小
普
を
い
ろ
は
順
Ⅱ
ご
と
に
列
挙
し
、
下
に
「
小

習
・
中
習
・
別
習
」
を
付
し
た
も
の
。
観
世
流
転
向
後
に
楠
川
氏
自
身

が
背
写
し
た
も
の
だ
ろ
う
二
本
害
と
は
別
に
半
紙
に
同
じ
内
容
を
写
し

た
も
の
二
部
（
一
部
は
十
三
枚
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
め
、
も
う
、
部
は

十
一
枚
を
綴
じ
ず
）
を
間
に
挟
む
。

〔
名
寄
〕

［
写
本
］

５
書
写
年
不
明
「
躯
外
題
揃
」
小
型
検
本
一
冊

内
題
亜
な
し
外
題
叩
綱
外
題
揃

脈
装
布
Ⅱ
地
茶
色
表
紙
（
八
・
江
×
・
江
・
人
糎
）
。
左
川
腿
形
迦
鐙
。

本
文
料
紙
は
柵
紙
。
蛾
付
但
．
１
１
．
奥
件
な
し
》
添
紙
に
戯
諜
印
あ
り
。

［
内
容
］
明
治
期
版
の
金
剛
流
外
題
揃
と
何
様
に
、
山
岸
本
内
外
二
百

番
の
順
に
曲
名
を
並
べ
た
名
寄
。
他
に
「
謡
本
人
箱
番
号
表
」
を
加
え
、

列
挙
し
た
曲
名
の
上
に
番
号
を
朱
書
す
る
。
こ
の
番
号
の
意
味
は
不
明

だ
が
、
謡
の
等
級
別
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
こ
の
番
号
は
一
週
と
対
応

す
る
。

４
脇
仕
舞
目
録
二
枚

【
内
容
】
「
脇
仕
舞
」
（
主
に
立
働
キ
）
が
あ
る
十
五
番
（
蟻
通
・
春
栄
・

和
布
刈
・
羅
生
門
・
雲
雀
山
・
轍
風
・
図
栖
・
大
蛇
・
愛
染
川
・
入
江

山
・
弱
法
師
・
紅
葉
狩
）
と
「
大
火
卜
合
舞
」
（
シ
テ
と
ワ
キ
の
斬
り
あ

い
）
が
あ
る
爪
番
（
入
江
山
・
紅
蝿
狩
・
雑
化
門
・
柵
地
・
人
蛇
）
の
曲

拓
を
列
挙
し
た
Ⅱ
録
。
全
く
同
じ
内
拝
の
も
の
が
え
杖
あ
り
、
、
枚
は

楮
紙
、
も
う
一
枚
は
使
鑓
を
使
川
。

緑
色
角
裂
あ
り
。
添
紙
・
一
丁
側
に
楠
川
氏
の
蔵
替
印
。

［
内
容
】
金
剛
流
の
習
小
を
列
挙
す
る
Ⅱ
録
。
五
１
．
２
と
阿
題
篭
を

Ⅲ
い
て
お
り
、
桶
川
氏
自
糀
と
考
え
ら
れ
る
。
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8０ 

［
刊
本
］

明
だ
が
、
九
月
九
日
の
日
付
に
な
っ
て
い
る
Ｃ

６
昭
和
六
年
槽
書
店
刊
「
金
剛
流
昭
和
版
外
題
揃
」

小
型
枇
本
一
冊
〔
免
状
類
〕

内
題
》
な
し
外
題
恥
金
剛
流
昭
和
版
外
題
揃

Ⅱ
①
大
正
六
年
「
誓
詞
之
事
」
一
枚

原
装
布
目
薄
茶
色
表
紙
（
八
・
二
×
九
入
糠
）
。
左
肩
長
形
題
鐙
。

初
伝
が
相
伝
さ
れ
た
時
の
誓
詞
。
楮
紙
に
墨
普
。
金
剛
流
の
初
伝
は

【
刊
記
］
昭
和
六
年
三
月
一
日
印
刷
／
同
年
三
月
五
日
發
行
／
京
都
市
以
下
の
二
十
八
曲
。
〔
高
砂
淡
路
老
松
白
楽
天
道
明
寺
朝

二
條
通
麸
屋
町
角
／
続
編
輯
發
行
兼
印
刷
希
檎
常
之
助
／
京
都
巾
二
條
優
道
盛
賛
盛
熊
野
松
風
井
筒
野
宮
江
、
芭
蕉
釆

通
麸
屋
町
角
／
〆
發
行
所
槍
書
店

女
誓
願
寺
花
形
見
三
井
寺
柏
崎
歌
占
束
岸
居
士
蟻
通

【
内
容
】
謡
本
組
別
名
寄
。

高
野
物
狂
阿
古
水
通
小
町
葵
化
昭
消
山
姥
〕

本
書
の
全
文
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。
一
一
今
般
初
傳
御
相
傳
被
成

〔
書
状
〕

下
難
有
奉
存
候
／
然
ル
化
ハ
御
相
博
之
賎
他
言
ハ
勿
論
一
子
タ
リ
メ
ト

７
大
正
四
年
金
剛
右
京
舞
台
開
案
内
状
・
枚

モ
側
へ
残
シ
申
間
敷
候
／
右
之
朧
々
相
背
二
於
テ
心
了
天
地
鋳
造
皇

印
刷
物
。
辮
台
再
築
に
あ
た
っ
て
の
舞
台
披
能
の
案
内
状
。

柤
三
神
天
照
大
神
八
幡
太
神
／
春
日
太
神
殊
一
一
ハ
塵
土
諸
神

之
可
蒙
顕
冥
罰
荷
也
依
テ
轡
詞
状
如
件
大
正
六
年
三
月
Ⅱ
米
沢

８
昭
和
四
年
豊
嶋
要
之
助
宛
金
剛
右
京
書
状
一
枚

市
偏
夫
町
楠
川
敬
助
（
印
三
宗
家
式
金
剛
石
東
殿
」

脇
力
高
安
流
宗
家
を
名
古
屋
在
住
西
村
大
蔵
氏
の
孫
滋
男
氏
が
相
続

し
、
高
安
家
墓
前
に
て
報
告
の
法
要
を
行
う
こ
と
の
案
内
状
。

Ⅱ
、
未
記
入
「
誓
詞
」
一
枚

印
刷
物
。
相
伝
さ
れ
た
事
・
年
月
Ⅱ
な
ど
が
空
欄
と
な
っ
て
い
る
轡

９
楠
川
正
範
宛
金
剛
巌
書
状
（
複
写
）
一
枚

詞
。
宗
家
の
名
が
金
剛
巌
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
昭
和
初
期
の
も
の
で

昭
和
十
二
年
凹
流
の
推
挙
に
よ
り
、
金
剛
宗
家
と
な
っ
た
こ
と
の
挨
あ
ろ
う
。
①
と
同
じ
性
質
の
も
の
だ
が
、
「
御
相
傳
被
下
雛
有
存
候
〆

拶
状

今
後
続
勉
勵
可
仕
依
而
が
醤
詞
如
件
」
の
よ
う
に
他
言
を
慎
む
こ
と
を

述
べ
た
詞
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

佃
楠
川
正
範
宛
岡
田
勝
夫
轡
状
四
枚

楠
川
氏
が
主
催
す
る
金
剛
蝕
々
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
。
年
は
不
吃
⑦
昭
和
六
年
書
写
謡
曲
免
状
扇
子
料
控
一
枚
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製台け
（口ｉ（ｲ）不図で楠

特いＩＭＩに’１１Nし゛はⅡ’
にう和紙和た作な氏
難よ四・六コリ<が
解Ｉ）年イドビ物、ノ
なは｛ＩｌｌＸｌ金１
減、ｌＩｉｌＩｉｌがを剛｜、

lliilf徽
記一分ものた
録ヨイiｉあ記ｉｉｉ
し’'１衣上る録能
た打｜紙一ﾄﾞこも下
も『．の元各合祀
のノノ１１１’'１｝む｡
とりｉｌかとごｒｌ
ＬＩ－トらも紀身
わな便成本事が
れど）Ⅱるイリ［はｉｉｉｉ
るの。が究誹じ
・よ灘、所細た
う台「がでも
に録１１１｝ｉｉｉ、の
、と’よ易舞だ

Ｅｌｌｌｉｉｌ 
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こ両

liilllll番１２
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司恭七物昭
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ｆⅡた勢二六
六｜］舞拾年
ｲＩｉ録・八謡
几・三番曲
１１亦番・相
改鉛習神傳
ili城・楽目
スで七・録
児１Ｍｉ準

Ｘ状１１１１九一
｜料・番枚
三が愈・
代，;Ｕ習九
さ・番

ボオＬ願・
家て晋ｕｌｌ
い・灘

余る奥十
剛、僻ハ
イｉＩｉｌｉご番
｣八,１－
－．．１１：し．

とＩﾆｾﾞｴ

〔
そ
の
他
〕

川
演
能
手
記
三
種

旧
昭
和
十
一
年
金
剛
宗
家
謡
曲
免
状
扇
子
料

印
刷
物
。

楮
紙
に
鍋
書
←
》
習
い
物
ご
と
の
免
状
料
。
雌
後
に
「
昭
和
六
年
九
月

改
ム
／
二
十
三
世
金
剛
右
京
印
（
金
剛
宗
家
二
と
あ
る
ｃ

と
あ
る
。

-つ

枚
而
楠
川
正
範
筆
〈
道
成
寺
〉
錨
入
ス
ケ
ッ
チ
二
枚

〈
道
成
寺
〉
の
鐘
入
の
姿
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
。
一
枚
は
楮
紙
、
も

う
一
枚
は
水
色
紙
を
使
川
。
他
涜
科
に
苫
か
れ
た
図
な
ど
と
類
似
し
て

い
る
の
で
、
楠
川
氏
が
件
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

旭
芳
翠
会
稽
古
目
録
七
枚

観
世
流
砿
流
後
に
桶
川
氏
が
狼
伽
し
て
い
た
〃
翠
公
の
猪
古
Ⅱ
録
。

衣
が
謡
、
喪
が
仕
灘
の
Ⅱ
録
と
な
っ
て
お
り
、
内
六
枚
に
は
弟
子
の
氏

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宵
丸
・
赤
丸
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、

洲
得
済
の
川
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
》

六
能
番
組

１
大
正
十
一
年
（
組
）

舞
台
開
能
（
Ⅱ
肥
、
Ⅲ
｝
。

旧
桶
川
正
範
箪
「
謡
会
心
得
」
九
枚

副
題
に
「
特
に
初
心
の
方
の
た
め
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
謡
会
に
は

じ
め
に
参
加
す
る
者
へ
の
諸
注
意
を
ま
と
め
た
メ
モ
。
岐
後
に
一
芳
翠

合
口
へ
お
願
ひ
」
と
い
う
会
澱
に
側
す
る
メ
モ
も
あ
る
の
で
、
芳
翠
会

の
配
布
盗
料
の
た
め
の
下
叫
き
の
よ
う
で
あ
る
》
原
稿
川
紙
使
川
。

伝
）
昭
和
十
七
年
・
十
八
年
分
冒
頭
に
幸
清
流
小
鼓
手
付
、
末
尾
に

他
流
を
中
心
と
し
た
謡
の
八
割
譜
を
城
せ
る
。
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8２ 

能２４
－、￣

１０、

楽
会
（
ｕ
〆
、
）
。

６
昭
和
五
年
｛
八
組
）

金
剛
若
葉
会
（
２
応
、

能
楽
聡
子
科
協
議
会
（
４

４
昭
和
三
年
（
九
組
）

痕
生
会
能
楽
蝋
聯
合
柵
能
・
川
二
Ⅱ
Ⅱ
（
４

コ
百
五
十
年
祭
（
４
羽
）
、
金
剛
砦
雄
公
（
６

別
「
な
で
し
こ
の
会
｛
６
鋤
）
、
末
臓
会
（
９

３
昭
和
二
年
（
三
組
）

米
腐
会
（
９
型
米
澤
三
曜
会
（
ｕ
〆
６
）
、
能
楽
協
会
来
京
支
部
能

（
Ⅱ
〆
溺
”
て

２
大
正
十
五
年
（
二
組
）

能
楽
協
会
東
京
支
部
能
〈
６
／
弱
、
邪
）
、
金
剛
宗
家
招
待
能
（
８
月
）
。

５
昭
和
四
年
（
六
組
）

金
剛
勝
”
雌
会
（
’
溢
、
２
型
４
町
、

ｌ
、

、
川
）

７
昭
和
六
年
（
卜
四
組
）

金
剛
蒋
葉
会
（
２
型
、

Ｅ
ｕ
１
ｌ
Ｒ
Ｕ
）
Ｃ
 

４
〆
四
、
６
／
、
、
９
〆
如
、
Ⅱ
／
旧
）
、

⑬
）
、
朝
日
会
館
能
（
、
、
）
、
名
古
屋
能

肥
、
６
／
加
、
０
Ｖ
⑬
、
Ⅲ
皿
「

ｌ
、
２
）
止
杉
纈
偏
公

２
，
９
型
、
Ⅱ

澱
「
御
大
典
奉
祝

？
】
、

ソ
】

２８ 
、

稲
荷
祭
乱
能
（
４
６
）
、
お
古
膝
能
楽
堂
鰍
〈
Ⅱ
Ⅲ
能
（
鷺
柧
）
（
４
邪
、

型
、
金
剛
流
凌
蕊
社
（
５
３
）
、
能
楽
聡
子
科
協
議
会
（
５
〆
釧
）
、

米
瀞
九
噸
会
（
８
昭
）
、
今
井
幾
三
郎
二
十
五
回
忌
今
井
栄
太
郎
十
ざ
一

回
忌
追
福
能
（
皿
４
『
金
春
惣
右
衛
門
主
催
能
〈
ｕ
３
）
。

８
昭
和
七
年
（
十
一
組
）

金
剛
能
楽
会
例
会
会
年
分
Ⅲ
ｒ
）
、
能
染
協
会
来
京
文
部
能
（
３

川
）
、
金
剛
勝
葉
会
（
４
〆
泌
、
６
羽
９
Ｆ
、
ｕ
／
Ⅲ
、
）
、
半
歌

仙
会
（
７
ｍ
）
、
悔
蒋
緑
繍
会
（
９
／
８
）
、
淌
水
爪
徳
翁
脚
が
．
祝
側
聡

子
会
（
Ⅱ
型
、
能
楽
聯
予
科
協
繊
会
（
Ｅ
３
）
、
梢
会
嚇
ｆ
（
⑫

８
）
。

９
昭
和
八
年
（
十
七
組
）

金
剛
能
楽
会
例
会
三
年
分
冊
子
｝
、
詔
古
屋
能
楽
会
例
会
能
〈
一
年

分
冊
子
）
、
金
剛
流
澗
交
会
（
ｌ
胆
「
能
楽
協
会
来
京
文
部
会
（
２

Ⅱ
）
、
金
剛
貯
葉
公
一
２
肥
、
Ｉ
胴
、
９
脇
）
、
能
楽
雌
予
科
協

縦
会
（
５
型
、
同
友
公
追
沸
能
（
６
Ⅳ
）
、
金
券
流
背
年
減
能
（
７

２
）
、
観
枇
会
（
７
２
，
８
、
い
）
、
研
能
会
（
７
／
５
）
、
灘
多
一
会
（
９

〆
塑
｝
、
金
剛
会
（
、
ｌ
）
、
十
三
世
大
倉
六
蔵
襲
名
披
露
能
（
ｕ

４
）
、
観
世
会
定
期
能
（
Ⅱ
／
且
。

、
昭
和
九
年
（
八
組
｝

金
剛
流
能
楽
大
会
（
１
㎡
、
）
、
金
剛
苫
莱
会
（
ソ
］
Ⅳ
、
９
脂
、

Ⅲ
型
、
能
楽
協
会
来
賦
文
部
能
（
９
釦
）
、
金
剛
流
謡
曲
会
（
川
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他
Ｕ
、
柄
孝
パ
ー
川
忌
》

Ｉ
 

付
家
継
承
披
露
能
（
４
／
３
）

鍬
回
一
議
ま
つ
り
（
５
翌
、

艸
祭
能
（
川
３
）
。

戯咳
Ｍ
昭
和
十
三
年
〈
六
組
）

棚
な
づ
な
会
初
会
（
１
）

３
作
会
（
２
６
「
拓
占
畔

８
 

（
６
Ⅱ
）
、
五
十
番
会
（
『

旧
昭
和
十
二
年
〈
九
組
）

金
剛
能
楽
堂
例
会
γ
定
（
年
分
）
、
御
謡
初
式
貯
組
（
１
３
）
、
故

梛
Ⅲ
淵
三
郎
’
ｔ
二
Ｍ
践
迫
柵
能
（
迫
娘
Ⅱ
能
Ⅲ
雌
の
案
内
状
．
迦
行
｝
｛
３

Ｍ
「
柄
孝
パ
ー
川
忌
養
嗣
子
披
蕗
能
（
３
加
、
幻
）
、
金
剛
流
宗

家
継
承
披
露
能
（
４
３
）
、
観
世
九
皐
会
春
季
別
会
（
４
／
血
）
、
第
三

回
謡
ま
つ
り
（
５
鰯
）
、
長
崎
金
剛
会
（
７
肥
）
、
幸
潮
会
幸
家
先
柧

祭
能
（
川
３
『

Ⅲ
昭
和
十
年
（
九
組
）

金
剛
若
葉
会
（
２
妬
、
６
応
、
９
型
）
、
尚
安
家
架
代
迫
蒋
能

（
３
Ⅱ
、
金
剛
流
謡
曲
嚇
子
会
（
５
四
）
、
日
加
寿
能
〈
５
別
‐

加
）
、
高
安
家
累
代
追
善
能
〈
６
妬
「
Ⅱ
加
寿
能
（
皿
〆
型
－
秘
）
、
金

剛
縦
と
棚
十
三
Ｍ
磑
迫
稗
能
（
Ⅶ
加
）
。

厄
昭
和
十
一
年
（
四
組
）

金
剛
若
葉
会
（
例
会
《

（
５
、
「
金
機
会
（
６

、
）
、
尾
崎
翁
追
善
能
（
二
種
）
（
Ⅱ
旧
）
。

五」初
十、会

世拓一=Iｌｊ１ 
７ｈｔ２９ 

，ｉｆ＜ 
１８ノｋｂ，

了iii：鑿
ＩＩＺ紀

ｌｌｌＬｉｉ 
契会

３丁

年
分
及
び
岩
田
昇
翁
追
蒋
能
『
謡
ま
つ
り

加
）
、
促
岫
金
剛
会
能
｛
Ⅲ
Ｍ
）
。

型３０
、￣

肥jiy
)八八

余１．
剛ｉＩｉｌ
公金

、
昭
和
二
十
一
年
（
七
組
）

金
剛
茄
々
会
（
５
４
，
６
型
、
川
５
、
、
羽
）
、
能
楽
協
会
又

季
練
成
会
（
８
昭
）
、
二
十
日
会
第
十
三
Ⅲ
招
待
稽
古
能
〈
皿
加
）
、

ロ
昭
和
十
七
年
（
四
組
）

収
戒
金
剛
会
薪
組
７
定
三
年
分
。
校
肛
人
「
蟻
が
丸
処
御
供
捉
減

能
会
（
８
Ⅲ
「
来
京
金
剛
会
獅
能
（
川
３
）
、
第
．
、
皿
楠
川
正
範
後

援
会
（
ｕ
〆
羽
）
こ

旧
昭
和
十
六
年
（
三
組
）

第
二
Ⅲ
三
符
合
｛
５
／
６
）
、
能
楽
会
式
能
（
川

観
出
版
記
念
能
（
Ⅱ
６
）
。

旧
昭
和
二
十
年
二
組
）

都
民
慰
安
第
二
次
拓
待
能
（
ｌ
型
Ｉ
郡
）
。

旧
昭
和
十
九
年
（
川
組
）

能
楽
師
協
会
奉
納
壮
行
能
｛
９
旧
「
蛎
人
援
繊
強
化
減
能
｛
、

７
）
、
銀
翼
献
金
五
流
能
楽
大
会
（
、
脂
、
Ⅳ
）
、
錬
成
能
（
四
Ｆ
）
。

旧
昭
和
十
四
年
（
六
組
）

金
剛
流
の
道
成
寺
｛
ｌ
〆
廻
「
金
剛
流
初
会
能
〈
ｌ
型
｝
、
金
剛
流

例
会
（
３
５
）
、
健
脚
菊
三
郎
追
祷
会
（
Ⅱ
Ｅ
）
、
能
楽
会
火
能
（
Ⅲ

四
）
、
金
剛
流
秋
季
別
会
（
Ⅱ
妬
）
。

３
「
能
楽
古
川
大

Hosei University Repository
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お
昭
和
二
十
六
年
（
１
六
組
）

東
西
合
同
能
（
１
／
、
）
、
故
二
十
四
微
観
世
左
近
十
三
回
忌
追
善
能

（
３
４
「
観
世
会
定
期
能
（
４
１
）
、
野
脇
傭
十
七
Ⅲ
忌
迫
沸
能

（
５
Ｆ
５
）
、
芳
翠
会
第
九
回
例
会
（
５
“
が
、
）
、
鶴
調
会
二
百
回
記
念
別

公
〈
５
町
「
観
世
会
定
期
能
（
６
３
『
４
１
、
胆
２
）
、
歌
仙
会

（
７
８
）
、
泰
調
会
（
９
随
）
、
坂
井
何
門
会
（
９
型
、
梅
猶
会

（
皿
６
）
、
観
世
能
楽
芸
術
祭
（
、
卵
、
型
。

金
剛
賊
々
会
（
年
間
一
予
定
６
／
、
「
和
泉
勉
・
松
村
利
雄
披
鱗
能

楽
会
（
４
３
｝
、
小
林
静
雄
君
追
悼
式
順
序
予
定
（
４
Ⅳ
｝
。

型
昭
和
二
十
五
年
（
組
）

化
釜
線
全
通
公
民
館
落
成
記
念
能
楽
大
会
（
川
〆
四
三

四
昭
和
二
十
四
年
（
一
組
）

来
京
金
剛
会
下
半
期
γ
疋
肝
組
。

辺
昭
和
一
一
十
三
年
（
四
組
）

能
楽
会
定
式
能
（
皿
／
〆
応
）
。

幻
昭
和
二
十
二
年
（
九
組
）

金
剛
菌
々
会
（
年
間
予
定
ｌ
／
１
，１
３
 

川
．
Ⅱ
、
⑫
／
⑬
）
、
一
樹
〈
雰
秋
期
大
会
（
９

１９２２ 
￣、

○ 

４ 

１２ 
， 

６ 

１４ 
、

羽
昭
和
三
十
年
（
十
組
）

観
壯
会
館
年
間
予
定
観
肚
会
｛
ｌ
脳
、
２
６
３
６
３

Ｕ
、
観
世
会
木
雌
会
（
し
⑬
）
、
観
世
左
近
十
七
回
忌
追
灘
能
（
３

肥
Ｉ
則
）
、
観
世
会
秋
の
別
会
而
、
）
、
澗
鯛
会
秋
季
別
金
一
Ⅱ
郡
）
、

観
世
会
素
議
会
面
肥
）
。

釦
年
代
不
明
（
四
組
）

坂
井
同
門
会
能
楽
教
室
四
月
十
八
Ⅱ
別
会
能
奉
納
能
楽

お
昭
和
一
一
一
十
一
年
二
組
）

慶
噸
観
世
会
（
６
“
別
）
。

刀
昭
和
二
十
九
年
（
六
紺
）

第
五
回
観
世
流
婦
人
能
（
４
３
｝
、
秀
腿
会
｛
５
〆
５
）
、
桂
謡
会
泰

楓
会
秋
季
別
会
（
９
皿
）
、
左
Ⅲ
会
来
西
能
（
９
鋼
）
、
第
六
川
棚
肚

流
秋
の
婦
人
能
而
／
２
）
、
観
世
会
定
期
夜
能
（
Ⅷ
ｕ
）
、
第
四
回
観

肚
能
楽
芸
術
祭
（
Ⅲ
、
、
型
。

お
昭
和
二
十
八
年
（
九
組
）

観
世
会
（
Ｉ
／
４
，
２
／
１
，
７
（
５
）
、
芳
翠
会
初
会
（
’
ず
肥
）
、
寿

会
初
会
（
１
羽
）
、
大
平
太
裟
道
七
十
年
紀
念
能
｛
３
店
）
、
点
聴
学

園
女
子
部
同
窓
会
総
会
（
５
（
２
）
、
第
三
回
東
京
薪
能
（
一
・
種
）
（
７

町
、
躯
「
観
仙
会
館
建
殺
査
金
聯
集
第
二
Ⅱ
素
一
議
会
｛
叩
Ⅲ
劃
）
、
第

四
回
観
泄
流
婦
人
能
（
ｍ
〆
切
）
。
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三）１１３１七

巻Ｔ年創
一一．１０１:リ雑活
竺毯ｕ竺誌字

織“
、８和、冊
柑１１１４．

１１１：＜年渉

wｾﾞ４Ｗ 
、－１３
万一年

|iii:ii 
lillWil 
Hl4-
一年ｌＭｌ
、５和

２
雑
誌
「
能
」
１
．
Ⅲ

、
巻
．
号
｛
昭
和
型
年
ｌ
Ⅱ
）
～
一
巻
合
併
号
（
１
－
．
１
こ
り
）
｛
昭

和
型
年
皿
月
「
能
楽
協
会
刊
。

Ｉ１Ｈ３ 
Ｉｉｌ１ 
,!《牧
イド俊
～高

几氏
：能
：姿
一木
上彫
１１の
・会
Ⅱ目
１録
爪

１１－ 
枚

於
収
ノメ

|｜ 

本
Ｍｉ 

ｉ 

趣

会
社
刊

４
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